
体育会アーチェリー部に所属し、日々楽しみながら練習を積み重ねている伊藤さん。休日は英語を勉強して
いて、春休みを利用して、旅行で訪れたことがあるシドニーへの留学に挑戦しました。入学後にダンスを始めた
布田さんは、休みの日はダンスに打ち込んでいます。新体操の経験があるため、ダンスを始めることに決めた
そう。また、布田さんも春休みを利用してハワイへ留学しました。お二人とも積極的に行動を起こし、充実した
毎日を送っているようです。寒空の中でしたが、めいじろうとの共演を楽しみながら撮影に協力してくれました。
あっという間の大学生活、楽しんでくださいね！
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◇学部のコト

◇留学のコト

◇先輩のコト

◇学生生活のコト

ツイッターもフォローしよう！

C O N T E N T S

ゼミ・研究室での活動や、留学体験記、
就職活動体験記をはじめ、大学スポーツの情報や、
著名な卒業生に関する記事など、
明大生なら知っておきたい内容が盛りだくさん！
これを見れば、明治の“今”がまるごと分かります。
記事の多くは、皆さんと同じ明大生が
執筆した記事です。
「MEIJI NOW」を見て、「MEIJI NOW」に参加して、
充実した大学生活に「MEIJI NOW」をお役立てください。
多くの情報を平日毎日更新中！
入学式・卒業式でのみ、特別号の冊子を配布しています。

とは？

◇わたしとくらしのコト

◇キャンパスのコト

◇明大生「個」のひとコト！

「MIEJI NOW」は、
明大生のための情報サイトです。

メイジナウってなに？

“ M E I J I  N O W ” ?

@meiji_now

meijinow 検索

mei j i now . jp

 〔左〕 伊藤 貞行 さん  政治経済学部2年   〔右〕 布田 彩菜 さん  法学部2年

明治大学 経営企画部広報課 〔E-mail : koho@mics.meiji.ac.jp〕
応募いただきました内容は確認の上、ご協力いただく場合に限り、
担当者よりご連絡を差し上げます。
内容・都合により掲載できない場合もありますので、あらかじめご了承ください。

ライター募集！
ゼミでの活動や留学体験、大学生活で頑張っていることやおすすめの
マイブームなど、MEIJI NOWで発信できることはさまざま。あなたの活動
を、明大生に発信してみませんか？
興味のある方は、氏名、学籍番号、連絡先（PC用メールアドレス、電話
番号）をご記入の上、以下のメールアドレスまでご連絡ください。
なお、メールの件名は、【MEIJI NOW 新規応募／お名前】としてください。
協力してくれた方には、めいじろうグッズのプレゼントも！

ご連絡・お問い合わせ

201 8
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新入生へ贈る言葉

M
E

S
S

A
G

E

1975年明治大学商学部卒業。同年、野村證券
株式会社入社。1997年同社取締役、2006年
同社副社長、2008年同社副会長など歴任。
昭和産業株式会社社外取締役などを務める。
2016年5月より現職。

P R O F I L E

理事長

柳谷 孝 M
E

S
S

A
G

E

1970年明治大学法学部卒業。1977年同大学
院博士課程単位修得退学。1978年明治大学
法学部助手、1993年同教授。法学部長、教務
担当常勤理事等を経て、2016年４月より現職。
主要科目は「法哲学、近代イギリス思想史」。

P R O F I L E

学長

土屋 恵一郎

　
新
入
生
の
皆
さ
ん
。
入
学
お
め
で
と
う
。
明
治

大
学
に
入
学
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
君
た
ち
は
、

こ
れ
ま
で
と
は
異
な
る
世
界
へ
の
一
歩
を
踏
み

出
す
こ
と
に
な
る
。
高
校
と
圧
倒
的
に
異
な
る

の
は
、こ
こ
で
の
知
識
と
経
験
の
多
様
性
、
そ
し
て

量
で
あ
る
。
そ
れ
は
キ
ャ
ン
パ
ス
か
ら
溢
れ
る
ほ
ど

に
存
在
す
る
。
君
た
ち
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
学
部

に
所
属
す
る
が
、
明
治
大
学
と
い
う
10
学
部
・
16

研
究
科
を
擁
す
る
大
学
の
メ
ン
バ
ー
で
も
あ
る
。

す
べ
て
の
学
部
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
は
、
他
学
部
履
修

と
い
う
手
段
に
よ
っ
て
あ
ま
ね
く
提
供
さ
れ
、自
分

の
学
部
以
外
の
講
義
に
も
出
席
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

自
身
の
学
部
と
重
な
り
合
う
他
学
部
の
知
識
を

求
め
て
み
れ
ば
、
知
識
の
多
様
さ
に
気
付
く
こ
と

に
な
る
。
一
方
、
全
く
異
な
る
も
の
も
あ
る
。
そ
れ

は
探
検
の
よ
う
な
も
の
で
あ
り
、
足
と
コ
ン
パ
ス
を

頼
り
に
し
て
、
未
知
の
知
識
に
挑
戦
す
る
こ
と
も

で
き
る
。
最
も
歴
史
が
古
い
法
学
部
か
ら
最
も

新
し
い
総
合
数
理
学
部
ま
で
、こ
の
明
治
大
学
全
体

を
、
君
た
ち
自
身
の
フ
ィ
ー
ル
ド
に
し
て
、４
年
間

を
計
画
し
て
み
る
と
い
い
。シ
ラ
バ
ス
は
楽
し
い
知
識

の
カ
タ
ロ
グ
で
あ
る
。
明
治
大
学
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
は
、全
学
部
・
全
研
究
科
の
シ
ラ
バ
ス
を
見
る
こ
と

が
で
き
る
。
あ
れ
か
こ
れ
か
、で
は
な
く
、
あ
れ
も

こ
れ
も
、
何
で
も
見
て
み
れ
ば
い
い
。
そ
こ
に
は
、

新
し
い
知
識
の
結
合
が
潜
ん
で
い
る
か
も
し
れ

な
い
。
連
想
ゲ
ー
ム
の
よ
う
に
し
て
、
知
識
の
脈
絡

を
追
っ
て
み
る
楽
し
さ
も
き
っ
と
あ
る
。

　
そ
の
見
本
は
私
自
身
で
あ
る
。
私
は
明
治
大
学

法
学
部
を
卒
業
し
て
法
学
部
の
教
員
と
し
て
法
哲
学

を
教
え
て
き
た
。
何
冊
か
の
本
も
出
し
た
。
同
時

に
、
私
は
能
楽
の
本
も
出
し
て
い
る
。
江
戸
元
禄

時
代
の
歌
舞
伎
の
本
も
出
し
た
。『
ダ
ン
ス
の

誘
惑
』
と
い
う
本
も
出
し
た
。
あ
る
時
期
は
バ
レ
エ

の
評
論
家
で
も
あ
っ
た
。
生
け
花
の
本
も
出
し
て

い
る
。し
か
し
私
は
そ
れ
ぞ
れ
の
専
門
家
で
は
な
い
。

共
通
す
る
も
の
が
あ
る
と
し
た
ら
、
こ
れ
ま
で
の

専
門
家
が
出
来
な
か
っ
た
こ
と
を
や
っ
た
こ
と
で

あ
る
。
領
域
を
超
え
た
共
通
の
文
化
の
息
吹
に

忠
実
で
あ
っ
た
だ
け
で
あ
る
。そ
れ
は
君
た
ち
に
も

出
来
る
。自
分
の
所
属
に
縛
ら
れ
る
の
で
は
な
く
、

自
由
に
跳
べ
ば
い
い
の
だ
。

 
さ
ら
に
、海
外
の
大
学
も
あ
る
。明
治
大
学
が
協
定

を
結
ん
で
い
る
大
学
は
、
世
界
中
に
存
在
す
る
。

日
本
の
大
学
と
し
て
は
、
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
留
学

助
成
金
を
準
備
し
て
い
る
。こ
の
助
成
金
を
使
っ
て
、

海
外
の
大
学
に
行
け
ば
、
君
た
ち
は
、
ま
さ
し
く

こ
の
世
界
の
豊
か
さ
を
抱
く
こ
と
が
で
き
る
の
だ
。

　
W
・
H
・
オ
ー
デ
ン
と
い
う
詩
人
は
言
っ
た
。

「
見
る
前
に
跳
べ
」
。
ま
ず
跳
ん
で
み
る
こ
と
だ
。

そ
れ
は
君
た
ち
に
許
さ
れ
た
特
権
で
あ
る
。
勇
気

と
い
う
言
葉
は
そ
の
た
め
に
あ
る
。
ベ
ス
ト
を

尽
く
せ
。
こ
の
世
界
と
関
わ
る
た
め
に
。

圧
倒
的

多
様
性
へ
の
挑
戦

　
ご
入
学
、
誠
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

新
し
く
明
治
大
学
の
仲
間
と
な
る
皆
さ
ん
を

心
よ
り
歓
迎
い
た
し
ま
す
。

　
本
学
は
、１
８
８
１
年
に
２０
代
後
半
の
志
高
き

３
人
の
若
者
に
よ
り
創
立
さ
れ
ま
し
た
。
当
時

は
、
江
戸
時
代
が
終
焉
し
、
社
会
構
造
が
大
き
く

変
化
し
た
激
動
の
時
代
で
あ
り
ま
し
た
。
西
欧

諸
国
を
モ
デ
ル
に
し
た
日
本
の
近
代
化
が
急
務
で

あ
る
中
、フ
ラ
ン
ス
法
を
学
ん
だ
岸
本
辰
雄
先
生
、

宮
城
浩
蔵
先
生
、
矢
代
操
先
生
が
、
近
代
化
に

不
可
欠
で
あ
る
「
法
学
」
を
日
本
に
普
及
さ
せ
、

新
し
い
世
を
作
ら
ん
と
学
校
を
つ
く
り
ま
し
た
。

そ
れ
が
明
治
法
律
学
校
で
あ
り
、
現
在
の
明
治

大
学
で
あ
り
ま
す
。
開
校
当
時
の
熱
き
想
い
は
、

「
権
利
自
由
」「
独
立
自
治
」
の
建
学
の
精
神
と

し
て
現
在
ま
で
脈
々
と
受
け
継
が
れ
て
い
ま
す
。

「
明
治
大
学
校
歌
」
に
は
、
そ
う
し
た
本
学
の
気
風

に
溢
れ
て
い
ま
す
の
で
、皆
さ
ん
も
ぜ
ひ
覚
え
て
、

歌
い
継
い
で
く
だ
さ
い
。

　
開
校
当
時
、学
生
数
わ
ず
か
44
人
で
船
出
を
し
た

明
治
法
律
学
校
で
す
が
、創
立
１
３
７
年
を
迎
え
た

今
日
、皆
さ
ん
は
入
学
式
に
参
列
す
る
方
々
の
多
さ

に
驚
か
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
多
様
な
価
値
観
を

持
つ
仲
間
が
こ
の
明
治
大
学
に
集
ま
っ
て
い
る
の

で
す
。
約
５５
万
人
に
の
ぼ
る
卒
業
生
も
皆
さ
ん

の
入
学
を
祝
福
し
て
い
ま
す
。

　
さ
て
、
明
治
大
学
は
皆
さ
ん
の
母
校
と
な
り
、

か
け
が
え
の
な
い
仲
間
と
の
学
び
舎
に
な
り
ま
す
。

そ
の
窓
か
ら
は
常
に
「
社
会
」
が
見
え
ま
す
。
そ
の

社
会
で
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
・
少
子
高
齢
化
の
み
な

ら
ず
、
環
境
破
壊
、
地
域
紛
争
、
食
糧
問
題
な
ど

地
球
規
模
で
の
多
く
の
課
題
が
山
積
し
て
い
ま
す
。

そ
し
て
窓
の
先
に
は
、
人
類
の
直
面
す
る
課
題
に

立
ち
向
か
う
多
く
の
社
会
の
先
輩
方
の
背
中
が

見
え
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　
学
び
舎
で
は
机
上
で
勉
学
に
励
む
こ
と
も
大
切

で
す
が
、
窓
の
外
も
覗
き
な
が
ら
、
自
分
は
将
来

何
を
成
し
て
い
く
べ
き
か
考
え
て
み
て
く
だ
さ
い
。

そ
の
際
、一
人
で
悩
む
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
教
え

導
い
て
く
れ
る
先
生
方
、共
に
切
磋
琢
磨
す
る
仲
間

と
積
極
的
に
語
ら
っ
て
く
だ
さ
い
。時
に
は
学
び
舎

を
離
れ
、窓
の
外
の
世
界
に
関
わ
る
こ
と
も
、ご
自
身

の
未
来
像
を
描
く
一
助
と
な
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　
皆
さ
ん
が
、
時
代
の
変
化
を
肌
で
感
じ
と
り

な
が
ら
学
び
に
向
か
い
、
あ
わ
せ
て
グ
ロ
ー
バ
ル
な

視
野
で
自
ら
の
使
命
を
見
い
出
し
、
逞
し
く
成
長

さ
れ
ま
す
こ
と
を
大
い
に
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

学
び
舎
か
ら

　
外
の
世
界
を
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　ご入学おめでとうございます。皆さん

のご入学を心より歓迎いたします。

　大学というところは、皆さんが考えて

いるより、ずっと自由なところです。弁護士

など法律専門家を目指して資格試験の

勉強に邁進するのも、公務員を目指して

ダブルスクールに通うのも、就職先を

意識して関連企業のインターンシップ

やアルバイトに精を出すのも、気の合う

仲間とスポーツに打ち込むのも、海外の

大学に留学して語学や経験を磨くのも、

４年間をどう過ごすかは、皆さんの自由

です。しかし、せっかく法学部に入学

されたのですから、軸足はしっかりと

法学の勉学に置いて、法律という窓から、

社会を見る目を養ってほしいと思います。

これまでと全然違う世界が目の前に

開けてくるはずです。

　法学部での４年間、素敵な「知」の

出会いが、明日への扉を開く「知」の

出会いがあることを願っています。

　ご入学おめでとうございます。

　皆さんは、今、新生活への期待、受験

から解放された安堵感、卒業後の進路

に関する迷いなど、さまざまな思いを

抱いていることでしょう。皆さんの期待

に応えるため、商学部は「フューチャー

スキル講座」「特別テーマ海外研修科目」

など、特色ある授業を開講しています。

これらは、「学理実際兼ね通ずる人材の

養成」という学部創設以来の教育理念

に基づき、学んだことを実践につなげる

ための科目です。

　商学部での学びから、どのような将来

につなげていくのか、これは皆さん自身

で考えなければなりません。ビジネスの

現場は、さまざまな人がいろいろな形

でつながりながら、人やモノをつなげて

仕事をしています。

　皆さんが商学部でつながる力を身に

つけ、世界で活躍されることを期待して

います。

　入学おめでとう。大学生活と洋々たる

前途に胸をふくらませていることでしょう。

その明るい将来をより確実に、より

輝かしいものにするために学生時代

にしておくべきことがあります。まず、

あなたが生きている時代、今から直面

する社会が歴史上経験のないグローバル

社会だと認識することです。世界各国

もまた経験したことのない難問をいくつ

も抱えています。あなたがそうした中

で活躍するには多様なツールを獲得

しておくことも必要です。不可欠なのは、

自国と自分自身について知ること、

および相手（国や地域、人）を理解し、

受け入れることです。つまり多様性の

受容と、その多様性の中の一つの要素

であるあなたが自ら発信することです。

本学部にはこれらについて学び実践

する場が数多く用意されています。行動

するのはあなたです。

　新入生の皆さん、明治大学文学部へ

ようこそ。文学部の教職員一同皆さんを

心より歓迎いたします。

　人間は宇宙のほんの小さな一部で

生きています。自分自身のことも、他の

生物のことも、地球のことも、宇宙のこと

も分からないことばかりですが、人間たち

はこれらの謎をさまざまな仕方で解こう

と努めてきました。そうした知の多島海

の一つが文学部です。岸辺のない海は

時に不安をかき立てます。けれども、

だからこそ思考、学問は果てのないもの、

苦しいけれども愉快なものになるのでは

ないでしょうか。

　喜びのこの時にこそ、自己を見つめ

直し、世界を見回してもらいたい。悲鳴

を上げる激動の世界のなかで、今ここに

ありうること、大学で学びうることの大きな

責務を噛みしめながら、この海図なき

多島海を共に渡っていこうではありま

せんか。

　新入生の皆さん、ご入学おめでとう

ございます。

　明治大学理工学部へようこそ。教職員

一同、新入生の皆さんを心から歓迎

いたします。

　皆さんは今どんな心境でしょうか。

希望に溢れている人が多いと思いますが、

中には不安でいっぱいの人もいること

でしょう。大学には多くの施設・設備・

サポートや留学などの制度が整って

います。積極的に利用して、充実した

学生生活を送ってください。

　大学に入学した目的は、将来のため

の実力を養うことにあります。10年後の

自分を想像して、専門分野の基礎学力

はもちろんのこと、語学力などの実力を

つけるよう日々努力してください。理工

学部の皆さんは身の回りのものの動作

原理を想像してみることも重要です。

　輝かしい未来のために、努力して

ください。これからの４年間を有意義

に過ごせるよう応援します。

　新入生の皆さん、ご入学おめでとう

ございます。農学部の教職員を代表して

心から歓迎いたします。

　皆さんが学ぶ農学とは「人類の生命

の永続性」を探求する学門です。「いのち」

の科学です。人間を生き永らえさせるため

には、食料となる植物や動物をいかに

効率的に生産するかが、最も重要な課題

です。さらには、大気や水、土壌など地球

環境にも眼を向けていなければなり

ません。地球温暖化、生物多様性の保全

などの諸問題を常に考えながら「すべて

の生物の命を次世代につなげていくこと」

が、農学に課せられた大きな役割と

なっています。

　農学部でのすべての学びは「いのち

を育み、尊ぶ」こと、すなわち地球や人類

の未来に直接つながっています。自らを

大いに磨き、かつ常に他者を想い、大きく

成長する実り多き４年間となることを

願っています。

1978年同志社大学法学部卒業。神戸大学
大学院博士後期課程単位修得退学。明治
大学法学部講師、同助教授を経て、2002年
同教授。2008年大学院法学研究科長等
歴任し、2018年4月より現職。主要科目は
「日本近代法史」。博士(法学)。

1987年明治大学商学部卒業。1997年同
大学院博士後期課程修了。2001年明治
大学商学部助教授を経て、2003年同教授。
2015年4月より現職。主要科目は「経営
哲学」。博士（商学）。

1982年明治大学政治経済学部卒業。1988年
同大学院博士後期課程単位修得退学。
同年、明治大学政治経済学部助手。講師、
助教授を経て、2004年同教授。2016年6月
より現職。主要科目は「日本政治史」。

1979年一橋大学社会学部卒業。東京都立
大学博士後期課程中途退学。東京都立
大学助教授を経て、2004年より明治大学
文学部教授。2017年4月より現職。主要科目
は「西洋思想史」。

1982年明治大学工学部卒業。1984年同大学
院博士前期課程修了。同年、明治大学工学部
助手。講師、助教授を経て、2001年明治大学
理工学部教授。2016年6月より現職。主要科目
は「電気工学」。博士（工学）。

1975年東京大学農学部卒業。1980年同大学
院博士課程修了。1990年、明治大学農学部
講師。1992年同助教授を経て、1997年同
教授。2014年10月より現職。主要科目は「生体
機構学」。博士（農学）。

P R O F I L E P R O F I L E P R O F I L E P R O F I L E P R O F I L E P R O F I L E

法学部長
村上 一博

商学部長
出見世 信之

政治経済学部長
小西 德應

文学部長
合田 正人

理工学部長
久保田 寿夫

農学部長
針谷 敏夫

明日への扉を開こう
世界につながる力を

商学部で
海図なき航海が
始まる！

グローバル社会を
生き抜くために

10年後を考えて
農学の世界に
ようこそ

新入生へ贈る言葉
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　新入生諸君、ご入学おめでとう。

　皆さんの多くはこれまで、自分が

何をやるかをご両親や先生に指示され、

与えられてきたことと思います。いうならば

トラックコースが前もって決まっていて、

そのコース内を皆さんはできるだけ

速く走ることを心掛けてきたという

ことになります。ですが、大学は、とりわけ

明治大学は、そしてその中でも情報

コミュニケーション学部は特に、皆さん

自身が何をやるかを決めなければ

なりません。

　もちろん学部もカリキュラムという名

の「コース」を用意してはいます。ですが、

それだって皆さん個々人にとっては

あくまで一つの「目安」に過ぎません。

寄り道をして思いがけず出逢った何か

が人生を決めることだってあるのです。

埋もれたままの「自分」を発掘するため

の旅、それが皆さんがこれからスタートを

切る大学の４年間なのです。

　新入生の皆さん、ご入学おめでとう

ございます。

　総合数理学部に皆さんをお迎えする

ことをとてもうれしく思います。

　この学部では、未来社会に必要な

「もの」「こと」を実現するための数理科学

と情報技術に特化した教育・研究を

行っています。皆さんは、自分たちの未来

社会がどのようになれば良いと思います

か？ 環境問題、少子高齢化など、今私達

を取り巻くさまざまな問題を解決しない

となりませんし、AIやIoTをさらに進めた

新しい技術変革により、今まで想像も

できなかったビジネスが生まれるかも

しれません。大学に入ってからは、ぜひ

そのような未来に対する夢を大きく描いて

ください。そして、その夢を実現するため

に必要なことをこの学部で学ぶのです。

　総合数理学部での教育を通して、

皆さんの理想の未来社会を創って

ください。

　大学院ご入学おめでとうございます。

　突然ですが、人間とサルを分ける

人間性の核心を考えたこと、ありますか。

言語、道具使用、社会性と諸説あります

が、最も重要なのは「想像力」です。

　今ここを生きるサルでは、現実の

知覚が優先されます。人間だけが、過去

を想像してパターンを見出し、未来に

起きそうな事柄を想像できるのです。

それが、歴史的事実や他者の視点を具現

化し、文明社会を確立してきたのです。

　しかし、野放図な想像ではいけません。

現実とかけ離れた空想や幻想は、社会

の発展にはあまりつながりません。

　皆さんには、ぜひ現実と密着した想像

力を磨いて欲しいと思います。現実の観察

や観測に基づく想像、文献資料に基づく

想像、体系的で妥当な理論に基づく想像

を究めていただきたいのです。

　想像力を磨く英知に富んだ大学院

で、それぞれの道を究めてください。

　明治大学専門職大学院（プロフェッ

ショナルスクール）ご入学を心よりお祝い

申し上げます。

　明治大学専門職大学院は高度専門

職業人の養成を目的としています。すな

わち、法律、公共政策、経営、会計の４

分野におけるプロフェッションの養成

こそがわれわれの使命です。

　プロフェッションに求められるのは、

人々の個別具体的な要求に応えるため

に正しく判断できる能力たる「実践知

（practical wisdom）」であり、その実行能力

としての「実践力（practical skills）」です。

大学という知の宝庫にあって、「理論知

（theoretical wisdom）」の涵養を目的と

する伝統的な大学院とは異なり、プロ

フェッション養成の実践の場こそが明治

大学専門職大学院です。

　これからの皆さんの「実践知」の修得

と、プロフェッションとして自身の涵養

を果たされますことに大いに期待します。

1987年東京大学教養学部卒業。1992年
同大学院博士課程単位修得退学。2003
年明治大学短期大学助教授、2008年同
情報コミュニケーション学部教授、2012
年同情報コミュニケーション学科長など
歴任。2016年4月より現職。

1987年明治大学経営学部卒業。1991年
同大学院博士後期課程退学（2年在学）。
同年明治大学専任助手。専任講師、助教授
を経て2005年より教授。学科長、教務主任
を歴任し、2018年4月より現職。

明治大学附属明治中学・高校卒業、東京大学
（法学）卒業、ロンドン大学（修士）、ウォーリック大学
（博士）。スウェーデンで10年間教育研究に従事し、
オックスフォード大学研究員を経て、2008年明治
大学国際日本学部准教授、2013年同教授。2018
年4月より現職。専門は政治社会学。一般社団
法人スウェーデン社会研究所代表理事・所長。

　新入生の皆さん、ようこそ経営学部へ。

教職員一同、心から歓迎します。

　早い話ですが４年後を見据えてくだ

さい。今は当たり前のことがどのように

変化していくでしょう。現金は今のように

使われているでしょうか。AＩやＩoＴはどの

ように進化して社会をそして私たちの

生活を変えていくでしょうか。想像できる

範囲を超えているかもしれません。

　皆さんは経営学部で学んでいきます。

さまざまなプログラムがありますので

教室内外で多くを学ぶことでしょう。３つ

ある学科のいずれかに進み、専門的考究

を行うことになるでしょう。まずは学ぶ

こと知ることの楽しさを経験してください。

　そして、著しい環境変化の中では

多様で弾力性をもった視点を持つこと

が重要ですので、多くの検討視座を

蓄えてください。卒業後のキャリア形成

を見据えながら、共に進みましょう。

　新入生の皆さん、ご入学おめでとう

ございます！

　皆さんは、国際日本学部の第11期生

です。本学部の歴史はまだ浅いですが、

皆さんの先輩方は、すでに日本全国で、

また世界各地でさまざまに活躍して

います。グローバル化が進み続けるこの

現代の世界において、本学部の専門

である「日本と世界をつなぐ」力の必要

性はますます高まっています。皆さんは

これからの４年間、強いフロンティア精神

を持って、大学での講義そして留学

をはじめとするさまざまな国際交流の

経験を通じて、日本から学び、世界から

学び、日本と世界のつなぎ方を学び

ながら、自分なりの「日本と世界をつなぐ」

方法をさまざまに模索してください。その

模索の努力こそが、これから皆さんが

直面する激動の時代を主体的に生きる

上で、かけがえのない糧となることは

間違いありません。

1980年東京大学工学部卒業。1986年同大学
院博士課程修了。1987年同大学工学部
助手、1989年明治大学理工学部講師。同学
部助教授、教授を経て、2013年同大学総合
数理学部教授。2017年4月より現職。専門
は、メディア情報学、情報通信工学、 生体
情報処理。工学博士。

1982年東京工業大学理学部卒。1997年明治
大学文学部に赴任。2002年米国デューク
大学客員研究員。2004年情報コミュニケー
ション学部教授。2012-15年同学部長、
2016-17年同研究科長。2018年度より現職。
専門は認知情報論。博士（工学）。

1984年明治大学経営学部卒業。1994年同
大学院博士後期課程修了。新潟産業大学
教授、埼玉学園大学教授を経て、2005年
より明治大学大学院会計専門職研究科
（現専門職大学院会計専門職研究科）教授。
2012年4月より会計専門職研究科長、2016年
12月より現職。博士（経営学）。
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経営学部長
大倉 学

情報コミュニケーション学部長
大黒 岳彦

国際日本学部長
鈴木 賢志

総合数理学部長
荒川 薫

大学院長
石川 幹人

専門職大学院長
吉村 孝司

多様な視点から
考えよう

フロンティア精神で
世界と日本をつなげ

「自分を発見する」
４年間の旅

未来への夢の
実現に向けて

想像力を磨こう実践知の涵養
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MEIJI UNIVERSITY

2 0 1 8  C A M P U S  キャンパスでは1年を通してイベントが盛りだくさん！
どんどん参加して、明大生ライフを満喫しよう！

0809

123 456789101112

最新情報は、明治大学ホームページから！ https://www.meiji.ac.jp/

APRIL
新しい出会いが
待っています！

■入学式（7日）
■春学期授業開始（10日）

JULY
初めての定期試験に
しっかり備えよう！

■春学期授業終了（23日）
■春学期定期試験（24日～31日）

NOVEMBER

■創立記念祝日（1日）
　※休日授業実施日
■明大祭（2日～4日）⑤
■生明祭（2日～4日）⑥
■明治大学シェイクスピア
　プロジェクト公演
　（9日～11日）⑦

MAY
ＧＷを満喫したら、
春のスポーツ応援も！

■東京六大学野球
　春季リーグ戦（4～5月）①
■関東大学ラグビー
　春季大会（4～6月）②

AUGUST
夏の楽しみ方はあなた次第。
留学にも挑戦しよう！③

■夏季休業（1日～9月19日）

OCTOBER
ゼミナール活動で
研究を深めよう！④

■東京六大学野球
　秋季リーグ戦（9月～）
■箱根駅伝予選会

JANUARY
定期試験が終われば、
春休み！

■創立記念日（17日）
■秋学期授業終了（23日）
■秋学期定期試験
　（24日～2月2日）

DECEMBER
スタンドを紫紺色に
染めよう！

■ラグビー明早戦⑧
■冬季休業（25日～1月7日）

MARCH
次のステップへの
準備はOK？

■卒業式（26日）⑨

FEBRUARY

■春季休業（3日～3月31日）

SEPTEMBER
秋学期スタート！

■秋季卒業式・入学式（19日）
■秋学期授業開始（21日）
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し
さ
く
う
み

学生 生活 への 扉

映 画の 世界

留 学へ の挑 戦音 楽の 世界

知の 広場

読 書の 世界

広
く
深
い
学
問
に
分
け
入
っ
て
、
人
間
と
は
何
か
、

真
理
と
は
何
か
を
、
思
索
し
よ
う
。

明
治
大
学
か
ら

新
入
生
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

　

新
入
生
の
皆
さ
ん
、ご
入
学
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。こ
れ
か
ら
新
生
活
が
始
ま
り
ま
す
が
、

ぜ
ひ
皆
さ
ん
に
意
識
し
て
み
て
も
ら
い
た
い
こ
と

が
あ
り
ま
す
。そ
れ
は
、自
発
的・主
体
的
に
行
動

し
て
い
る
か
、と
い
う
こ
と
で
す
。

　

今
か
ら
ち
ょ
う
ど
20
年
前
、私
も
明
治
大
学
に

入
学
し
ま
し
た
。農
学
部
で
修
士
前
期
課
程
ま
で

の
6
年
間
を
生
田
キ
ャ
ン
パ
ス
で
過
ご
し
ま
し
た
。

当
時
は
、漠
然
と
入
学
し
て
、講
義
に
も
積
極
的

で
は
な
く
、サ
ー
ク
ル
活
動
や
ア
ル
バ
イ
ト
を
何
と

な
く
や
り
な
が
ら
、今
か
ら
思
う
と
消
極
的
な

生
活
を
送
っ
て
い
ま
し
た
。

　

そ
ん
な
私
に
と
っ
て
の
転
機
は
研
究
室
に
配
属

し
、研
究
生
活
を
開
始
し
た
こ
と
で
し
た
。研
究

は
本
来
、他
人
に
強
い
ら
れ
る
こ
と
な
く
、自
ら

の
興
味
に
従
っ
て
行
う
も
の
で
す
。ま
た
、決
ま
っ
た

答
え
は
存
在
し
て
い
な
い
代
わ
り
に
、自
ら
発
見

し
て
主
張
を
組
み
立
て
て
創
造
す
る
楽
し
さ
・

喜
び
が
あ
り
ま
す
。そ
れ
ま
で
は
嫌
々
や
っ
て
い
た

勉
強
で
す
が
、こ
の
こ
ろ
か
ら
、楽
し
く
有
意
義
な

も
の
で
あ
る
事
を
実
感
し
始
め
ま
し
た
。目
的
が

見
つ
か
り
、自
発
的
・
主
体
的
に
行
動
し
始
め
る

と
、興
味
や
好
奇
心
は
ど
ん
ど
ん
膨
ら
み
、成
果

が
出
始
め
る
と
や
み
つ
き
に
な
り
、今
も
そ
の

最
中
で
す
。

　

私
に
と
って
は
研
究
で
し
た
が
、こ
の
大
学
生
活
の

中
で
、皆
さ
ん
も
自
分
自
身
が
夢
中
に
な
れ
る
こ
と

に
出
会
っ
て
く
だ
さ
い
。損
得
勘
定
な
く
と
こ
と
ん

追
求
す
る
姿
勢
で
行
動
す
る
こ
と
は
、自
発
的
・

主
体
的
に
行
動
す
る
、と
い
う
経
験
を
も
た
ら
し

ま
す
。そ
れ
は
何
で
あ
れ
、皆
さ
ん
の
自
信
と

な
り
、人
生
に
必
ず
役
立
ち
ま
す
。

　

最
初
は
不
安
や
戸
惑
う
事
も
あ
ろ
う
か
と
思
い

ま
す
が
、伸
び
伸
び
と
自
由
に
、自
発
的・主
体
的

に
行
動
し
、有
意
義
な
学
生
生
活
を
通
し
て
、

皆
さ
ん
の
個
性
を
存
分
に
伸
ば
し
て
く
だ
さ
い
。

Profile
1980年、東京都巣鴨生まれ。
2003年、明治大学農学部卒業。
2005年、明治大学大学院農学研究科博士前
期課程修了。
2008年、法政大学大学院工学研究科博士後
期課程修了。博士（工学）。法政大学マイクロ・
ナノテクノロジー研究センター博士研究員、東京
工業大学資源化学研究所助教を経て、2017年
より現職。
所属学会：日本農芸化学会、日本分子生物学
会、日本ゲノム微生物学会
専門：ゲノム微生物学

Shimada Tomohiro

農学部専任講師

島田 友裕

夢
中
に
な
れ

学生生活への扉

島田研究室の第一期生と研究室にて

　

私
は
2
0
0
1
年
に
本
学
法
学
部
に
入
学

し
ま
し
た
。追
想
す
る
に
は
近
す
ぎ
て
、か
と
いっ
て

皆
さ
ん
と
肩
を
並
べ
て
学
生
生
活
を
語
る
に
は

遠
す
ぎ
る
、そ
ん
な
中
途
半
端
な
距
離
に
い
ま
す
。

　

そ
れ
で
も
省
み
る
と
何
も
か
も
が
偶
然
の

産
物
の
よ
う
に
思
え
ま
す
。今
で
も
仲
の
良
い

友
人
と
は
、4
月
の
最
初
の
授
業
で
た
ま
た
ま
隣

に
座
って
知
り
合
い
ま
し
た
。ほ
か
の
誰
で
も
良
かっ
た

は
ず
で
す
が
20
年
近
く
経
っ
て
も
付
き
合
う
仲

で
す
。他
方
、こ
ち
ら
か
ら
好
意
を
持
っ
て
声
を

掛
け
た
人
と
は
卒
業
し
て
か
ら
一
度
も
会
っ
て

い
ま
せ
ん
。

　

授
業
も
そ
う
で
す
。履
修
が
義
務
付
け
ら
れ
て

い
る
必
修
科
目
よ
り
も
、時
間
割
の
都
合
で
適
当

に
選
択
し
た
科
目
の
方
が
印
象
に
残
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、勤
勉
と
は
ほ
ど
遠
か
っ
た
私
に
は
、授
業

内
容
よ
り
も
教
員
が
気
ま
ぐ
れ
に
は
さ
む
雑
談

ば
か
り
が
記
憶
に
あ
り
ま
す
。

　

私
た
ち
は
か
な
り
の
程
度
偶
然
の
中
に

生
き
て
い
ま
す
が
、そ
も
そ
も
ど
こ
ま
で
が
選
択

の
結
果
で
ど
こ
か
ら
が
偶
然
な
の
か
自
体
が
難
問

で
す
。私
の
専
門
で
あ
る
法
哲
学
で
は
、例
え
ば

投
資
の
よ
う
に
選
択
の
結
果
生
じ
た
損
害
は

本
人
の
せ
い
と
さ
れ
る
の
に
、災
害
の
よ
う
に

不
運
に
よ
る
損
害
は
社
会
で
負
担
す
べ
き
と

さ
れ
る
の
は
な
ぜ
か
を
問
い
ま
す
。

　

さ
て
皆
さ
ん
は
明
治
大
学
を
選
択
し
た
の
で

し
ょ
う
か
、そ
れ
と
も
偶
然
で
し
ょ
う
か
。偶
然
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。で
は
あ
え
て
そ
れ
を
引
き
受
け

て
偶
然
と
踊
っ
て
み
て
は
ど
う
で
し
ょ
う
。私
か
ら

の
ア
ド
ヴ
ァ
イ
ス
は「
偶
然
も
そ
ん
な
に
悪
く

な
い
」で
す
。
大
学
生
活
に
は
授
業
だ
け
で
は

な
く
留
学
、サ
ー
ク
ル
、ア
ル
バ
イ
ト
な
ど
偶
然
の

出
会
い
が
盛
り
だ
く
さ
ん
で
す
。
皆
さ
ん
に

「
偶
然
に
も
良
い
大
学
に
通
っ
た
な
」と
振
り
返
る

日
が
訪
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て

「
偶
然
に
も
良
い
学
生
に
出
会
っ
た
な
」と
思
わ
せ
て

く
れ
れ
ば
最
高
で
す
。

Profile
1982年、沖縄県生まれ。
2005年、明治大学法学部卒業。
2016年、明治大学大学院法学研究科博士後
期課程修了 博士（法学）。
2008年 明治大学助手、2016年 日本学術振
興会特別研究員PD等を経て、2017年より現
職。
主な著書：『岩波講座 現代法の動態6 法と科
学の交錯』（岩波書店、2014年、共著）など。
所属学会：日本法哲学会、憲法理論研究会、法
文化学会
専門：法哲学

Kobayashi Fumiaki

法学部専任講師

小林 史明

大
学
で“

偶
然”

を

楽
し
む

学生生活への扉

　

新
入
生
の
皆
さ
ん
は
、い
よ
い
よ
始
ま
る
大
学

生
活
に
想
い
を
馳
せ
て
ワ
ク
ワ
ク
し
て
い
る
こ
と

で
し
ょ
う
。そ
の
気
持
ち
を
ず
っ
と
持
ち
続
け
て

も
ら
う
た
め
に
、今
日
は
心
に
と
め
て
お
い
て

欲
し
い
こ
と
を
一つ
だ
け
お
伝
え
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

そ
れ
は「
こ
れ
ま
で
の
勉
強
と
こ
れ
か
ら
の

学
び
の
間
に
は
、大
き
な
違
い
が
あ
る
」と
い
う
こ
と

で
す
。一
言
で
言
え
ば「
正
解
が
あ
る
か
な
い
か
」

と
い
う
点
に
あ
り
ま
す
。高
校
ま
で
の
勉
強
の
多
く

に
は
、あ
ら
か
じ
め「
問
題
と
正
解
」が
用
意
さ
れ
て

い
ま
し
た
。与
え
ら
れ
た
問
題
を
解
い
て
一
つ
の

答
え
に
辿
り
着
く
た
め
の
知
識
や
技
法
を
、教
科
書

や
先
生
か
ら
学
ん
で
き
た
わ
け
で
す
。も
ち
ろ
ん

そ
う
し
た
基
礎
的
な
勉
強
も
と
て
も
大
切
で
す

が
、こ
れ
か
ら
大
学
で
行
う
学
び
の
中
に
は
絶
対
的

な
正
解
が
な
い
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。も
っ
と

言
う
と
、問
題
さ
え
も
用
意
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
も

あ
り
ま
す
。

　

私
の
専
門
は
、企
業
経
営
に
つ
い
て
考
え
ご
と

を
す
る
経
営
学
で
す
が
、た
と
え
ば
世
の
中
に
は

ヒ
ッ
ト
商
品
を
連
発
し
て
い
る
企
業
が
あ
る
一
方

で
、で
き
て
い
な
い
企
業
も
あ
り
ま
す
。「
そ
の

理
由
は
ど
こ
に
あ
る
の
か
？
」と
い
っ
た
よ
う
な

こ
と
を
研
究
す
る
の
が
経
営
学
と
い
う
学
問

で
す
。
そ
し
て
、そ
れ
ら
の
問
い
に
対
し
て
唯
一
の

正
解
は
存
在
し
ま
せ
ん
。
も
し
、必
ず
ヒ
ッ
ト

商
品
を
生
み
出
せ
る
方
法
が
あ
る
の
だ
と
す
れ
ば
、

世
の
中
は
ヒ
ッ
ト
商
品
だ
ら
け
に
な
っ
て
し
ま
い

ま
す
。同
時
に
、「
問
い
」そ
の
も
の
も
無
数
に
あ
り

ま
す
。
働
き
方
改
革
が
叫
ば
れ
て
い
る
今
で

あ
れ
ば
、「
あ
の
企
業
の
社
員
は
、ど
う
し
て

長
時
間
残
業
す
る
の
か
？
」と
い
う
問
い
も
出
て

く
る
で
し
ょ
う
。

　

こ
の
よ
う
に
大
学
で
の
学
び
と
は
、研
究
対
象

に
つ
い
て
自
ら
問
題
を
設
定
し
、こ
れ
ま
で
誰
に

も
分
か
ら
な
か
っ
た
自
分
だ
け
の
答
え
を
見
つ
け

出
す「
宝
探
し
」の
よ
う
な
も
の
で
す
。と
て
も

ワ
ク
ワ
ク
し
ま
せ
ん
か
？

Profile
1972年、京都市生まれ。
同志社大学大学院商学研究科博士後期課程
満期退学、京都大学博士（経済学）。
主な著書：『生産システムの市場適応力』
（2012年、同文舘出版）、『生産管理の基本』
（2017年、日本実業出版社）など。
専門：経営学、生産管理論

Tomino Takahiro

商学部教授

富野 貴弘

正
解
の
な
い
世
界
へ

踏
み
出
そ
う

学生生活への扉
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新
入
生
の
皆
さ
ん
、ご
入
学
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。こ
れ
か
ら
4
年
間
、た
く
さ
ん
の

出
会
い
と
発
見
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。未
来
に

向
か
っ
て
思
い
切
り
羽
ば
た
い
て
下
さ
い
。

　

入
学
時
に
具
体
的
な
将
来
像
を
描
い
て
い
る

人
は
ど
の
く
ら
い
い
る
で
し
ょ
う
か
。
決
し
て

多
く
は
な
い
で
し
ょ
う
。
大
学
は
、受
け
身
の

学
び
で
は
な
い
知
的
な
探
求
、バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン
ド

の
違
う
人
た
ち
と
の
交
流
な
ど
を
通
し
て
自
分

探
し
が
で
き
る
場
所
で
も
あ
り
ま
す
。自
分
で

考
え
、行
動
し
、可
能
性
を
探
る
、と
い
う
こ
と

で
す
。そ
の
た
め
に
は
積
極
的
に
外
の
世
界
に
目

を
向
け
、こ
れ
ま
で
知
ら
な
か
っ
た
文
化
に
触
れ
て

み
る
こ
と
も
大
切
で
す
。

　

留
学
と
聞
く
と
ハ
ー
ド
ル
が
高
い
と
思
う
人

も
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。で
も
、視
点
を
変
え
て
、

「
知
ら
な
い
土
地
に
少
し
だ
け
滞
在
し
て
み
る
」

と
考
え
る
の
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。例
え
ば
春
休
み

や
夏
休
み
を
利
用
し
て
現
地
の
語
学
学
校
に
通
い
、

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
し
て
み
る
。そ
れ
だ
け
で
も
、

旅
行
で
は
気
づ
か
な
い
よ
う
な
生
活
習
慣
が
垣
間

見
え
ま
す
し
、現
地
の
人
々
と
触
れ
合
う
こ
と

も
で
き
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
留
学
前
に
語
学
を

磨
い
て
お
く
こ
と
は
大
切
で
す
が
、こ
と
ば
は

完
璧
で
な
く
て
も
い
い
の
で
す
。ま
ず
は
外
の
世
界

を
み
て
み
よ
う
と
い
う
好
奇
心
で
す
。人
の
輪
が

広
が
っ
て
い
く
な
か
で
、自
然
と
こ
と
ば
も
上
達

し
て
い
き
ま
す
。

　

海
外
で
の
経
験
は
、自
分
自
身
や
自
国
の
文
化

を
再
発
見
す
る
契
機
に
な
る
だ
け
で
な
く
、

自
信
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。
明
治
大
学
に
は

大
学
間
・
学
部
間
協
定
な
ど
多
様
な
留
学
制
度

が
用
意
さ
れ
、留
学
を
支
援
す
る
体
制
が
整
っ
て

い
ま
す
。目
の
前
に
あ
る
チ
ャ
ン
ス
を
最
大
限
に

生
か
し
、常
に
知
的
好
奇
心
を
も
っ
て
、自
ら
の
道

を
切
り
開
い
て
い
っ
て
く
だ
さ
い
。

Profile
2013年、パリ第4大学（ソルボンヌ）博士課程修
了、博士（フランス文学・文明）
日本学術振興会特別研究員PDを経て2017年
より現職。
主な著書・論文：『キーワードで読む オペラ／音
楽劇 研究ハンドブック』（共著・アルテスパブリッ
シング・2017年）、Théâtralités : tradition et 
innovation（共著・Philippe Piquier・2015年）、
« La tournée de la compagnie Renaud-Bar-
rault au Japon et les échanges culturels », 
Théâtre/Public, n°198（éditions théâtrales・
2010年）
専門：フランスの舞台芸術・劇文学・演劇美学、
18世紀フランス文学・文化

Oku Kaori

文学部専任講師

奥 香織

好
奇
心
と
探
究
心
で

前
途
を
切
り
開
く

留学への挑戦

留学時（2006-2009年）に滞在した
パリ国際大学都市での一風景

ソルボンヌ大学と
その前の広場

　

新
入
生
の
皆
さ
ん
、ご
入
学
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

　

新
し
い
環
境
、新
し
い
友
達
と
の
出
会
い
、新
し
い

学
問
へ
の
期
待
で
胸
を
膨
ら
ま
せ
て
い
る
こ
と
と

思
い
ま
す
。人
と
の
出
会
い
、学
問
と
の
出
会
い
を

大
切
に
、充
実
し
た
４
年
間
を
過
ご
し
て
く
だ
さ
い
。

　

国
際
化
が
進
む
現
代
、皆
さ
ん
の
中
に
は

将
来
、国
境
を
超
え
て
活
躍
す
る
方
も
多
い

で
し
ょ
う
。明
治
大
学
に
は
、夏
休
み
な
ど
を
利
用

し
た
短
期
の
語
学
留
学
や
、大
学
間
協
定
に
よ
る

長
期
留
学
な
ど
、さ
ま
ざ
ま
な
留
学
の
制
度
が

あ
り
ま
す
。ま
た
、文
部
科
学
省
の「
ト
ビ
タ
テ
！

留
学
J
A
P
A
N
」等
、留
学
の
後
押
し
を
し
て

く
れ
る
制
度
も
あ
り
ま
す
の
で
、ぜ
ひ
一
度
目
を

向
け
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　

留
学
の
メ
リ
ッ
ト
に
は
、「
語
学
力・コ
ミ
ュニ
ケ
ー

シ
ョン
力
の
向
上
」や「
異
文
化
に
対
す
る
理
解
力
の

向
上
」が
あ
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、「
日
本
を
知
る
」

と
い
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。私
が
在
籍
し
て
い
た

米
国
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
バ
ー
ク
レ
ー
校
は
米
国

外
の
人
も
多
く
、研
究
室
に
は
、ハ
ン
ガ
リ
ー
、

ス
ペ
イ
ン
、イ
ス
ラ
エ
ル
、ロ
シ
ア
、イ
ン
ド
、中
国
、

韓
国
な
ど
実
に
さ
ま
ざ
ま
な
国
の
人
が
い
ま
し
た
。

そ
れ
ぞ
れ
の
人
の
日
本
に
対
す
る
理
解
は
、国
や

年
代
に
よ
り
バ
ラ
バ
ラ
で
、中
に
は
世
界
地
図
の

中
の
日
本
の
位
置
さ
え
知
ら
な
い
人
も
い
ま
し
た
。

私
た
ち
が
思
う
日
本
と
外
か
ら
見
た
日
本
は
、

必
ず
し
も
一
致
し
ま
せ
ん
。外
か
ら「
日
本
を
知

る
」こ
と
は
、国
際
化
し
た
世
界
を
生
き
る
上

で
、貴
重
な
経
験
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

　

大
学
4
年
間
は
、将
来
に
向
け
た
自
分
磨
き

の
時
間
で
す
。時
間
や
努
力
な
ど
の
自
分
へ
の
投
資

は
、決
し
て
無
駄
に
は
な
り
ま
せ
ん
。ぜ
ひ
、い
ろ

い
ろ
な
こ
と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

Profile
1971年、岡山県倉敷市生まれ。
1999年3月、北海道大学工学研究科博士後期
課程修了・博士（工学）。
1999年4月、日本学術振興会 特別研究員。
2001年12月、科学技術振興機構さきがけ 研
究員。
2005年4月、明治大学理工学部専任准教授。
2016年4月、より現職。
主な著書・論文：Structures of surface and 
interface of amorphous ice, Chem. Phys. 
Lett. 678 (2017) 153-158
Change in hydrogen bonding structures of 
a hydrogel with dehydration, Chem. Phys. 
Lett. 670 (2017) 84-88.
所属学会：日本化学会、日本物理学会、分子
シュミレーション研究会、American Chemical 
Society, American Geophysical Union
専門：物理化学

Fukazawa Tomoko

理工学部教授

深澤 倫子

留
学
し
て
日
本
を
知
る

留学への挑戦

2001-2003 年に客員研究員として在籍した米国カリフォルニア大学
バークレー校 Somorjai 研究室のメンバーと

　

大
学
は
、プ
レ
イ
フ
ル（
P
l
a
y
f
u
l
）な

場
で
す
。プ
レ
イ
フ
ル
と
は
、主
体
的
、創
造
的
、

挑
戦
的
、協
働
的
、探
求
的
に
活
動
を
生
み
出
す

状
態
と
言
え
ま
す
。私
た
ち
は
プ
レ
イ
フ
ル
な
活
動

を
通
し
て
、そ
れ
に
関
わ
る
人
た
ち
と
の
関
係
性

を
作
り
変
え
、世
界
の
見
方
や
関
わ
り
方
に
対
し
て

新
し
い
視
点
を
持
つ
こ
と
で
価
値
や
意
味
を
生
み

出
し
、未
来
を
拓
く
た
め
の
方
法
を
模
索
、習
得

し
て
い
き
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
の
時
代
、変
貌
す
る
社
会
の
中
で

新
し
い
ス
キ
ル
や
知
識
が
求
め
ら
れ
ま
す
が
、そ
れ

が
何
か
を
確
定
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。そ
の

た
め
、与
え
ら
れ
た
知
識
や
方
法
を
使
え
る
よ
う
に

な
る
だ
け
で
は
な
く
、状
況
や
目
的
に
合
わ
せ
て

そ
れ
ら
を
自
分
た
ち
で
作
り
出
し
て（
変
え
て
）

い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

大
学
は
、学
習
内
容
と
学
習
方
法
に
つ
い
て
の

明
確
な
評
価
基
準
が
あ
る
世
界
観
か
ら
、何
を

ど
の
よ
う
に
す
る
の
か
を
自
分
で
模
索
、計
画
、

実
施
、評
価
、改
善
す
る
探
求
的
な
世
界
観
へ
の

移
行
を
経
験
す
る
場
で
す
。大
学
で
は
、す
べ
て

の
知
が「
与
え
ら
れ
る
」わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

自
分
た
ち
で「
や
り
か
た
が
分
か
ら
な
い
こ
と
」

「
経
験
を
し
た
こ
と
が
な
い
こ
と
」に
挑
戦
し
、知
を

「
生
成
す
る
こ
と
」も
求
め
ら
れ
ま
す
。そ
れ
は

誰
に
と
っ
て
も
不
安
な
こ
と
で
す
。し
か
し
、そ
の

不
安
や
葛
藤
を
感
じ
る
の
は「
今
の
自
分
」に
は

で
き
な
い
こ
と
、分
か
ら
な
い
こ
と
だ
か
ら
で
あ

り
、そ
れ
に
プ
レ
イ
フ
ル
に
向
か
い
合
う
こ
と
で
、

「
今
の
自
分
を
超
え
る（
G
o 

B
e
y
o
n
d 

W
h
o 

A
m
）」こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

学
生
た
ち
が「
や
り
方
が
分
か
ら
な
い
こ
と
」

「
経
験
を
し
た
こ
と
が
な
い
こ
と
」に
プ
レ
イ

フ
ル
に
挑
戦
し
、自
ら
学
習・発
達
で
き
る
活
動

を
生
み
出
せ
る
よ
う
な
学
習
環
境
を
ど
の
よ
う
に

デ
ザ
イ
ン
す
る
か
が
私
の
研
究
で
す
。明
治
大
学

に
は
、多
様
な
専
門
領
域
の
教
職
員
、同
じ
問
題

意
識
や
関
心
を
持
つ
仲
間
、異
な
る
文
化
的
歴
史
的

背
景
を
持
つ
学
生
、地
域
や
世
界
に
広
が
る
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
な
ど
豊
か
な
学
習
環
境
が
あ
り
ま
す
。

皆
さ
ん
が
こ
の
よ
う
な
大
学
の
環
境
を
活
用
し
て
、

協
働
し
な
が
ら
挑
戦
し
、創
造
的
に
学
び
方
を

探
求
し
な
が
ら
そ
こ
で
求
め
ら
れ
る
ス
キ
ル
や
知
識

を
習
得
で
き
る
よ
う
に
、私
も
皆
さ
ん
と
一
緒
に

探
求
の
日
々
を
過
ご
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

Profile
1977年、大阪府生まれ。
2010年、関西大学大学院総合情報学研究科
博士（情報学）修了。
主な著書：「大学教育をデザインする－構成主義
に基づいた教育実践̶」（共著・晃洋書房・
2012年）「異文化間教育のフロンティア」　（共
著・明石書房・2016年）
専門：教育工学、学習環境デザイン

Kishi Makiko

国際日本学部准教授

岸 磨貴子

活
動
を
生
み
出
す

主
体
と
し
て
の“

私”

知 の 広 場

　

経
済
学
者
の
E
・ペ
ン
ロ
ー
ズ
は
、企
業
経
営
に

必
要
不
可
欠
な
経
営
資
源
と
し
て「
ヒ
ト
」、「
モ
ノ
」、

「
カ
ネ
」、「
情
報
」の
4
つ
を
提
唱
し
た
。企
業
の

競
争
力
は
、良
質
な
経
営
資
源
を
確
保
し
、そ
れ

を
い
か
に
有
効
に
活
用
す
る
か
に
よ
っ
て
決
ま
る

と
さ
れ
る
。そ
の
た
め
、企
業
は
よ
り
良
質
な

経
営
資
源
の
追
求
に
余
念
が
な
い
。

　

政
府
が
進
め
る
生
産
性
革
命
や
人
づ
く
り

革
命
も
、経
営
資
源
の
潜
在
性
を
引
き
出
す
こ
と

に
ほ
か
な
ら
な
い
。し
か
し
私
が
注
目
し
た
い
の
は
、

こ
れ
ら
の
経
営
資
源
に
代
替
す
る
新
た
な
テ
ク
ノ

ロ
ジ
ー
の
登
場
で
あ
る
。私
は
そ
れ
ら
の
頭
文
字
を

と
っ
て
ト
リ
プ
ル・エ
ー
と
呼
ん
で
い
る
。

　
一
つ
目
は
A
I
で
あ
る
。同
年
の
経
済
学
者
で

あ
る
M
・
オ
ズ
ボ
ー
ン
は
、10
〜
20
年
後
、わ
が
国

の
労
働
人
口
の
約
49
%
が
技
術
的
に
は
A
I
や

ロ
ボ
ッ
ト
で
代
替
可
能
で
あ
る
と
い
う
推
定
結
果

を
明
ら
か
に
し
た
。真
偽
の
ほ
ど
は
定
か
で
は

な
い
が
、こ
れ
ま
で
の
よ
う
に
ヒ
ト
を
必
要
と
し
な
い

事
業
展
開
が
可
能
に
な
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

二
つ
目
は
A
u
t
o
m
a
t
i
o
n
で
あ
る
。

P
e
p
p
e
r
や
ル
ン
バ
な
ど
ロ
ボ
ッ
ト
は
身
近
な

も
の
に
な
り
つつ
あ
る
。ま
た
自
動
運
転
や
ド
ロ
ー
ン
、

３
D
プ
リ
ン
タ
ー
を
使
っ
た
実
証
実
験
が
あ
ら
ゆ
る

方
面
で
実
施
さ
れ
て
い
る
。こ
れ
ま
で
仕
事
を

担
っ
て
き
た
ヒ
ト
に
代
わ
り
、企
業
の
生
産
性
を

飛
躍
的
に
向
上
さ
せ
る
で
あ
ろ
う
。

　

最
後
は
A
R（
拡
張
現
実
）・V
R（
仮
想
現
実
）

で
あ
る
。ポ
ケ
モ
ン
G
O
の
よ
う
に
新
規
市
場
を

開
拓
し
た
り
、モ
デ
ル
ル
ー
ム
や
展
示
場
と
い
っ
た

モ
ノ
を
必
要
と
し
な
い
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
が
可
能
と

な
る
。ま
た
、ノ
ン
リ
ア
ル
と
い
う
点
で
述
べ
れ
ば
、

ブ
ロ
ッ
ク
チ
ェ
ー
ン
技
術
を
応
用
し
た
仮
想
通
貨

も
新
た
な
カ
ネ
の
概
念
を
提
示
し
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
時
代
に
お
い
て
、私
は
大
学
や

学
問
に
何
が
求
め
ら
れ
る
の
か
試
行
錯
誤
し
て
い
る
。

し
か
し
、い
ま
だ
そ
の
答
え
に
辿
り
着
い
て
い
な
い
。

「
答
え
は
な
い
の
か
」と
失
望
す
る
か
も
し
れ
な
い
が
、

そ
れ
が
高
校
と
大
学
の
違
い
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

答
え
の
な
い
問
い
に
挑
戦
し
、既
知
か
ら
未
知
へ
の

扉
を
開
く
。大
学
と
は
、自
ら
科
学
す
る
と
こ
ろ
で

あ
る
と
信
じ
る
。多
様
な
価
値
観
や
言
語
、文
化
が

共
存
す
る
世
界
を
ど
の
よ
う
に
生
き
る
か
、そ
の

答
え
を
自
身
で
見
つ
け
て
ほ
し
い
。

Profile
1981年、宮崎県生まれ。
2013年4月～2016年3月、敬愛大学経済学部
経営学科専任講師を経て、2016年4月より現職。
主な著書：『レピュテ－ション・ダイナミクス』（白桃
書房，2015年）
所属学会：日本会計研究学会、日本管理会計学
会、日本経営分析学会、日本ディスクロージャー
研究学会など
専門：会計学

Hiraya Nobuhiro

経営学部専任講師

平屋 伸洋

大
学
は

何
を
す
る
と
こ
ろ
か

知 の 広 場
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政治経済学部専任講師

ネルソン リンジー レベッカ

Profile
1977年、アメリカ・テキサス州オースティン生まれ。
2014年～2017年、東京大学グローバルコミュニケーション研究センター特任講師
を経て、2017年より現職。
主な著書：Embracing Abjection, Reclaiming Agency: New Possibilities 
for the Zombie and the Social Recluse in NEET of the Living Dead. 
Studies in the Humanities, 2018 (forthcoming)
Choosing Illusion: Mediated Reality and the Spectacle of the Idol in 
Koji Shiraishi's Shirome. The Journal of Japanese and Korean Cinema, 
2016
‘But I am a kid’: Optimizing Adolescence in Oshii Mamoru’s The Sky 
Crawlers. East Asian Journal of Popular Culture, 2016
所属学会：Association for Asian Studies　ウェブサイト：eigafile.com
専門：日本文化研究・日本映画

W
hy 
W
e W
atch M

ovies

映 画 の 世 界

 Why do we watch movies? For a lot of people, 

the answer might be “for fun” or “to escape the real 

world for a while.” And those reasons are completely 

valid, but they also sell movies short. Good movies have 

the power to make us realize things̶about ourselves, 

the world around us, history̶that we might not 

otherwise have realized. A well-crafted piece of cinema 

doesn’t just give us a few hours of enjoyment, it can 

also inspire empathy and self-reflection, and help us 

understand what it means to be a human being. With 

that in mind, one of the most breathtaking films I’ve 

seen over the past year was Kubo and the Two Strings 

（クボ 日本の減の秘密）, a stop-motion animated feature. 

Though made by a U.S. production company, Kubo 

uses Japanese mythology and Japan-inspired scenery 

to tell a moving and funny story, one that I’m still 

thinking about many months later. I also recently 

watched master director Yasujiro Ozu’s 1949 film Late 

Spring （晩春） and was reminded of why Ozu is one of 

the most celebrated directors in the world. Late Spring 

is a simple story of an older man who wants his young 

daughter to get married, but the brilliance is in the 

details: the way certain scenes are constructed, the 

amazing performances from Ryu Chishu and Setsuko 

Hara, the careful use of sound effects and music. The 

movie made me cry, not only because it’s a sweet and 

moving story, but because I was so overwhelmed by 

Ozu’s writing and directing skills.

 Most of us tend to watch the same kinds of 

movies again and again̶we’re comforted by the 

familiar. But my strongest recommendation to anyone 

interested in film is to occasionally seek out work that 

is outside your comfort zone. Maybe it’s a very old 

movie, or a silent movie, or a movie from a country 

you’ve never visited. Give yourself the chance to be 

moved and changed by great art̶you won’t regret it. 

　

私
は
こ
れ
ま
で
の
研
究
者
と
し
て
の
人
生
の
中
で
、

英
語
と
日
本
語
の
本
を
一
冊
ず
つ
書
い
た
こ
と
が

あ
り
ま
す
。今
日
は
英
語
の
本
を
執
筆
し
た
と
き
の

こ
と
を
お
話
し
し
ま
し
ょ
う
。本
を
書
く
こ
と
を

決
め
た
後
に
、出
版
社
か
ら
契
約
書
が
送
ら
れ
て

き
ま
し
た
。
契
約
書
に
は
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
が

書
か
れ
て
い
る
の
で
す
が
、そ
の
中
で
自
分
に

最
も
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
だ
っ
た
こ
と
は
、「
こ
れ
か
ら

執
筆
す
る
本
に
書
く
内
容
に
つ
い
て
は
、す
べ
て

著
者
が
責
任
を
持
つ
こ
と
。書
か
れ
た
内
容
に

つ
い
て
問
題
が
生
じ
た
場
合
に
は
、著
者
の
責
任
で

対
応
す
る
こ
と
」と
いっ
た
主
旨
の
こ
と
が
書
か
れ
て

い
た
こ
と
で
す
。こ
の
文
章
を
読
ん
だ
と
き
に
は
、

「
も
し
自
分
の
書
い
た
本
に
誤
り
が
あ
っ
て
、世
界

の
誰
か
が
誤
っ
た
知
識
を
身
に
つ
け
て
し
ま
っ
た
ら

ど
う
し
よ
う
？
」と
正
直
な
と
こ
ろ
執
筆
す
る
の

を
思
い
と
ど
ま
ろ
う
か
と
悩
ん
だ
ほ
ど
で
し
た
が
、

勇
気
を
振
り
絞
っ
て
何
と
か
書
き
上
げ
ま
し
た
。

本
の
出
版
後
に
は
、内
容
に
関
す
る
質
問
が
直
接

電
子
メ
ー
ル
で
世
界
中
の
方
々
か
ら
来
る
の
を

実
際
に
経
験
し
、本
に
書
か
れ
た
こ
と
に
責
任
を

持
つ
こ
と
の
重
要
性
を
改
め
て
認
識
し
ま
し
た
。

　

一
方
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
情
報
は
ど
う

で
し
ょ
う
か
。信
頼
で
き
る
サ
イ
ト
も
も
ち
ろ
ん

多
く
あ
り
ま
す
が
、サ
イ
ト
に
よ
っ
て
は
誰
が

書
い
た
の
か
明
示
し
て
い
な
い
サ
イ
ト
や
、明
ら
か

に
間
違
っ
た
情
報
を
掲
載
し
て
い
る
サ
イ
ト
も

あ
り
ま
す
。つ
ま
り
、サ
イ
ト
の
情
報
の
真
偽
に

つ
い
て
は
、閲
覧
者
が
判
断
し
な
く
て
は
な
り

ま
せ
ん
。学
習
目
的
で
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
検
索

す
る
理
由
の
多
く
は
、自
分
が
知
ら
な
い
こ
と
を

学
習
す
る
た
め
だ
と
思
わ
れ
ま
す
。し
か
し
、

知
ら
な
い
こ
と
に
つ
い
て
調
べ
て
い
る
の
に
、あ
な
た

は
そ
の
情
報
の
真
偽
を
判
断
で
き
る
で
し
ょ
う

か
。
そ
れ
は
不
可
能
な
は
ず
で
す
。つ
ま
り
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
検
索
だ
け
に
頼
る
学
習
は
、

誤
っ
た
情
報
も
同
時
に
吸
収
し
て
し
ま
う
危
険

性
を
は
ら
ん
で
い
る
の
で
す
。

　

皆
さ
ん
も
こ
れ
か
ら
の
大
学
生
活
で
は
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
り
情
報
を
得
る
こ
と
も

多
々
あ
る
か
と
思
い
ま
す
が
、私
が
本
を
書
い
た

経
験
か
ら
も
、ま
ず
は
信
頼
で
き
る
本
か
ら
情
報

を
得
る
こ
と
を
強
く
お
勧
め
し
ま
す
。

Profile
1957年、千葉県生まれ。
1981年、東京大学工学部電子工学科卒業。
1983年、東京大学大学院工学系研究科電子
工学専門課程修士課程修了。
1993年、博士（工学）。
KDD研究所、日本テレコム情報通信研究所、ソ
フトバンク本社等を経て、2016年より現職。
主な著書：『Coherent Lightwave Communi-
cation Systems』（Artech House、1995年）、
『伝送理論の基礎と光ファイバ通信への応用』
（電子情報通信学会、2015年）
所属学会：電子情報通信学会、IEEE
専門：光ファイバ通信システム、コヒーレント光通
信方式、光計測技術

Ryu Shiro

総合数理学部教授

笠 史郎

そ
れ
で
も

ま
ず
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で

調
べ
ま
す
か
？

読 書 の 世 界

　

今
、新
入
生
の
皆
さ
ん
は
大
学
生
活
へ
の
希
望

に
満
ち
溢
れ
て
い
る
こ
と
で
し
ょ
う
。勉
学
、ク
ラ
ブ・

サ
ー
ク
ル
、ア
ル
バ
イ
ト
…
、4
年
間
で
挑
戦
し
た

い
こ
と
だ
ら
け
だ
と
思
い
ま
す
。で
も
、気
を
付
け
て

く
だ
さ
い
ね
。半
年
後
や
1
年
後
、「
こ
り
ゃ
ま
ず
い
」

と
思
う
羽
目
に
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

約
30
年
前
に
大
学
生
に
な
っ
た
私
が
そ
の
一
人

で
し
た
。入
学
後
、自
由
な
大
学
生
活
を
遊
び

惚
け
て
も
よ
い
と
勘
違
い
し
た
私
は
、い
つ
の
間

に
か
怠
惰
な
生
活
を
送
っ
て
い
ま
し
た
。そ
し
て
、

1
年
経
っ
て
気
づ
い
た
の
で
す
。自
分
が
か
な
り

馬
鹿
で
あ
る
こ
と
に
。「
こ
り
ゃ
ま
ず
い
」と
思
っ
た

私
は
、学
業
優
秀
な
友
人
に
相
談
し
ま
し
た
。彼
は

憐
み
の
目
で「
ま
ぁ
本
で
も
読
め
ば
」と
答
え

ま
し
た
が
、こ
こ
で
ま
た
私
は
困
り
ま
す
。何
を

読
む
べ
き
か
分
か
ら
な
か
っ
た
の
で
す
。

　

そ
こ
で
、自
分
の
関
心
を
知
ろ
う
と
決
め
ま
し
た
。

大
学
図
書
館
に
行
き
、あ
え
て
興
味
の
な
い
本
を

中
心
に
大
量
に
読
み
ま
し
た
。自
分
の
興
味
の
外

に
あ
る
関
心
を
見
つ
け
る
た
め
の
乱
読
で
す
。

確
か
、法
学
書
、私
小
説
、量
子
論
、旅
行
記
、

漫
画
な
ど
脈
絡
の
な
い
チ
ョ
イ
ス
で
、苦
行
で
し
た
。

で
も
、た
く
さ
ん
の
本
を
読
ん
で
ゆ
く
と
、関
心
の

輪
郭
が
う
っ
す
ら
と
浮
か
ん
で
き
ま
し
た
。そ
の

輪
郭
に
近
そ
う
な
本
を
集
め
て
読
み
込
ん
で
と

繰
り
返
す
う
ち
に
、自
分
が
知
り
た
い
こ
と
が

や
っ
と
分
か
り
ま
し
た
。自
分
の
関
心
っ
て
見
つ
け

出
す
も
の
な
ん
で
す
ね
。そ
の
中
に
は
、後
に
卒
論
で

扱
う
憲
法
学
や
、今
の
専
門
の
中
東
・イ
ス
ラ
ー
ム

研
究
も
含
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

　

以
上
、あ
ま
り
自
慢
で
き
る
経
験
で
は
な
い
の

で
す
が
、私
に
と
っ
て「
こ
り
ゃ
ま
ず
い
」時
の
乱
読

は
効
果
的
で
し
た
。ち
な
み
に
、私
は
今
も
怠
け
た

後
に
は
乱
読
で
研
究
体
制
を
整
え
直
し
て
い
ま
す
。

Profile
1971年、京都府生まれ。
2005年、京都大学大学院アジア・アフリカ地域
研究研究科修了、2005年（財）日本国際問題
研究所研究員、2010年日本大学国際関係学
部准教授、2016年より現職。
主な著書：『現代エジプトにおけるイスラームと大
衆運動』（2006年、ナカニシヤ出版）、『原理主
義の潮流』（2009年、山川出版社）、『中東・イス
ラーム研究概説―政治学・経済学・社会学・地
域研究のテーマと理論』（2017年、明石書店、
共著）　
所属学会：日本中東学会、日本国際政治学会、
日本オリエント学会など
専門：中東地域研究

Yokota Takayuki

情報コミュニケーション学部准教授

横田 貴之

乱
読
│
│

「
こ
り
ゃ
ま
ず
い
」
時
の

特
効
薬
？

読 書 の 世 界

最近読んだ諸々の本

　

音
楽
は
、国
境
を
越
え
る
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

手
段
だ
と
思
い
ま
す
。私
は
、留
学
し
て
他
国
の

学
生
と
な
か
な
か
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
ト
で
き
な
か
っ
た

と
き
に
、安
い
ギ
タ
ー
を
買
っ
て
パ
ー
テ
ィ
ー
に

乱
入
し
、「
国
際
的
な
流
し
」を
や
っ
て
み
ま
し
た
。

ポ
ー
ラ
ン
ド
の
学
生
と
は
ス
テ
ィ
ン
グ
の
曲
を
歌
い
、

ベ
ト
ナ
ム
の
学
生
に
は
イ
ー
グ
ル
ス
を
伴
奏
し
、

ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
の
学
生
と
は
ビ
ー
ト
ル
ズ
を
ハ
モ
り

ま
し
た
。こ
の
経
験
に
よ
っ
て
私
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
環
境
は
一
気
に
高
ま
り
ま
し
た
。

　

Y
o
u
T
u
b
e
で
フ
ラ
ッ
シ
ュ
・
モ
ブ
の
映
像

を
見
る
と
、感
動
的
で
す
よ
ね
。演
奏
す
る
側
に

回
っ
て
も
感
動
し
ま
す
し
、演
奏
を
聴
く
側
に

回
っ
て
も
同
じ
よ
う
に
感
動
で
き
ま
す
。さ
ま
ざ
ま

な
思
い
を
そ
の
場
に
い
る
人
々
で
共
有
で
き
る
、

音
楽
な
ど
の
非
言
語
的
な
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
、

国
境
を
越
え
て
人
々
が
理
解
し
合
う
重
要
な

手
段
の
一
つ
だ
と
思
い
ま
す
。

　

弁
護
士
の
世
界
で
も
、音
楽
は
国
境
を
越
え
る

コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
手
段
に
な
っ
て
い
ま
す
。世
界

的
な
弁
護
士
活
動
に
I
B
A（
国
際
法
曹
協
会
）

が
あ
り
ま
す
が
、I
B
A
の
付
属
企
画
と
し
て

L
a
w
R
o
c
k
s
と
い
う
も
の
が
あ
り
、世
界

各
国
の
弁
護
士
た
ち
が
バ
ン
ド・バ
ト
ル
を
行
っ
て

い
ま
す
。２
０
１
４
年
の
I
B
A
東
京
大
会
で
の

L
a
w
R
o
c
k
s
に
は
、私
も
ベ
ー
シ
ス
ト
と

し
て
参
加
し
ま
し
た
。

　

言
語
的
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
、時
と
し
て

正
面
か
ら
対
立
し
合
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

対
立
す
る
こ
と
が
理
解
の
第
一
歩
と
な
る
こ
と
も

多
い
の
で
す
が
、言
語
的
な
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で

は
な
か
な
か
理
解
し
あ
え
な
い
場
合
、音
楽
な
ど

の
非
言
語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
役
に
立
つ
こ
と

が
あ
る
で
し
ょ
う
。

Profile
1960年、鹿児島県にて出生。
1985年、東京大学経済学部卒業。
1990年、第二東京弁護士会登録（42期）。
1996年～1997年、ベルギー､ルーヴァン･カソ
リック大学へ留学。
2004年、明治大学法科大学院専任教授（民法
担当）。2018年4月より現職。
主な著書：『知的障害者の自己決定権（増補
版）』（エンパワメント研究所）、『成年年齢　１８
歳成人論の意味と課題』（ぎょうせい）、『親権と
子どもの福祉』(明石書店)、『虐待と親子の文学
史』（論創社）、『建築請負契約の法理』（成文
堂）、『借地借家法の立法研究』（成文堂）、『プ
ラクティカル家族法』（日本加除出版）、『新しい
相続法制の行方』（きんざい）、『審判例にみる家
事事件における事情変更』（新日本法規）など

Hirata Atsushi

専門職大学院法務研究科教授

平田 厚

音
楽
と
い
う

非
言
語
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョン

音 楽 の 世 界
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おすすめ・お気に入りの
明治大学

キャンパススポット
明治大学の4キャンパスそれぞれのおすすめ
スポットを、各キャンパスに通う先輩に紹介し
てもらいました！

先 輩 た
ち が 紹 介！

S U R U G A D A I
駿 河 台 キ ャ ン パ ス

法学部・商学部・政治経済学部・文学部・経営学部・
情報コミュニケーション学部（各学部3・4年次）、大学院、専門職大学院

JR中央線・総武線、東京メトロ丸ノ内線「御茶ノ水駅」 下車 徒歩約3分
東京メトロ千代田線「新御茶ノ水駅」 下車 徒歩約5分
都営地下鉄三田線・新宿線、東京メトロ半蔵門線「神保町駅」 下車 徒歩約5分

伝統ある明治大学の本拠地。23階建てのリバティタワーは、
神田駿河台地区のランドマークになっています。キャンパスの
周辺には、日本有数の古書店街・楽器店街が広がり、スポーツ
用品店や安くておいしい飲食店もたくさん。

C A M P U S  D A T A

D I R E C T I O N

I Z U M I

京王線・井の頭線
「明大前駅」 下車 徒歩約5分

法学部・商学部・政治経済学部・文学部・経営学部・
情報コミュニケーション学部（各学部1・2年次）、大学院

和 泉 キ ャ ン パ ス

先進のIT環境が整った「メディア棟」、2012年にリニューアル
オープンした「和泉図書館」など、注目の施設がそろう文系キャ
ンパス。渋谷・新宿・吉祥寺などから電車で至近の利便性と、
キャンパスの開放感が大きな魅力です。

3

4

1

2

C A M P U S  D A T A

D I R E C T I O N

G
U

I D
E

▲左から 関口義稀 さん、菅野哲平 さん、和田海里 さん、伊藤幸斗 さん（共に政治経済学部3年）

S P O T

3

S P O T

4

和 泉 図 書 館
共 同 閲 覧 室

唯一、館内で会話できる空
間。友人と時間割の確認や
語学などの勉強に利用して
います！

第一校舎の屋上

屋上に上れば眺めも良く、
晴れた日には富士山も見え
るんです！

和泉の杜（学生食堂）
横の外ベンチ

天気が良い日に友達と会
話すると気分が和みます。
ここでランチするのもおす
すめです！

メディア棟
メディア自習室・CALL自習室

空き時間や予定のない日な
どに、自由にパソコンを使
用しています。学生証があ
れば、課題の印刷も可能！

S P O T

2

S P O T

1

◀左から

辻尾実加さん、齋藤修作さん（共に文学部４年）、
田中澪さん（情報コミュニケーション学部４年）、
関根章吾さん（商学部４年）

スカイラウンジ暁
（学生食堂）

お昼はみんなでわいわい
食事をしたり、夕方には
ケーキを食べたり。17階の
窓から見える景色もきれい
です。

リバティタワー
1階

天井が高くて気持ちが良
い、駿河台キャンパスの顔
のような場所。友人との待
ち合わせによく使います！

明治大学博物館
（アカデミーコモン地階）

駿河台キャンパスに来た
ら、ぜひ一度は行ってほし
い場所！見どころは珍しい
展示品の数々です。

G
U

I D
E

S P O T

2

S P O T

3

S P O T

1

岸本辰雄ホール
（リバティタワー23階）

地上120メートルの景色を
楽しめます。ホール内には、
明治大学を卒業した著名
人のサインも！

S P O T

4

ラウンジマロニエ

授業の空き時間によく利用して
います。ゼミやサークルの話し
合いをしたり、ランチをしたり、
いろいろな目的で使える明る
い雰囲気の空間です。

S P O T

5
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▲ 左から

三鍋廉太朗 さん、中村健太朗 さん（共に理工学部3年）、
安江真美 さん、吉岡ちなみ さん（共に農学部3年）

I K U T A
生 田 キ ャ ン パ ス

理工学部・農学部、大学院 

小田急線「生田駅」（準急・各駅停車）下車 南口徒歩約10分
小田急線「向ヶ丘遊園駅」（快速急行・多摩急行を除く急行と準急・各駅停車）
北口下車→小田急バス「明大正門前」で終点下車

N A K A N O

JR中央線・総武線、東京メトロ東西線「中野駅」 下車 
徒歩約8分

国際日本学部・総合数理学部、大学院

中 野 キ ャ ン パ ス

2013年、サブカルチャーの街・中野に誕生した、
国際化・先端研究・社会連携の拠点となる文理融
合キャンパス。キャンパス周辺にはオフィスや商
業施設、公園やオープンスペースも整備され、東
京都や中野区との連携も期待されています。

多摩丘陵の高台にある、自然豊かで
広大な理系キャンパス。最新の研
究・実験施設から、温室・圃場までが
そろいます。研究・実習などで多くの
時間をキャンパス内で過ごすことが
多い学生のために、食堂・売店など生活関連施設も充実しています。

▼ 左から

中山宗一郎 さん、金谷匠 さん、宮田晴香 さん、鷹野里奈 さん（共に国際日本学部4年）

G
U

I D
E

第一校舎6号館
４Fラウンジ

緑が見え、風が気持ちの
良いテラスでは、よくみん
なでお弁当を食べたりし
ます。

ラーニング・ラウンジ
（高層棟1階）

パソコンやプレゼンスペース
の貸し出しを行っていると
ともに、海外版の日本の漫
画なども置いてあります。

3 階 ラウンジ
（高層 棟）

大きな窓から太陽の光が差
し込む静かなスペース。息抜
きにぴったり！

9 階 ラウンジ
（高層 棟）

吹き抜けが特徴で圧迫感
がなく開放的！とても静か
なので勉強や作業がとても
はかどります。

6 階 テラス
（高層 棟）

ここから見える景色は一見
の価値あり！晴れた日に
は、ここで友人とご飯を食
べたりしています。

第二校舎A館横の芝生

とても広く、まるで大自然
にいる気分！春には友人と
ピクニックをしたり、ひなた
ぼっこをしたりします。

中央校舎5F
メディアライブラリー

映像や音声のある教材で
勉強ができて便利です。
DVDの貸し出しもしている
ので、空き時間に映画観賞
をすることも♪

地域産学
連携研究センターの
エスカレーター

朝は長蛇の列ができるほど
人気です（笑）。登下校の際
に雨風がしのげるため、よ
く利用しています。

C A M P U S  D A T A

D I R E C T I O N

C A M P U S  D A T A

D I R E C T I O N

G
U

I D
E

SPOT

1

SPOT

2

SPOT

4

SPOT

1

SPOT

2

SPOT

3

SPOT

4

SPOT

3
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「前へ！！」就職

皆さんは、卒業後、10年後、20年後の自らの姿を『ソウゾウ・想像』できますか？
明治大学では、皆さんが将来の職業、あるいは社会との関わり方について考え、将来の自分を『ソウゾウ・創造』するためのサポートを、

入学後から卒業まで一貫して行っています。

この他にもさまざまな取り組みを実施しています。詳しくは大学ホームページ、学内掲示板、Oh-o!Meiji、Facebookなどを定期的に確認してください。

将来の自分を しよう！

就職キャリア支援センター 開室時間（2018年4月現在）

※日曜・祝祭日および大学が定める休日は閉室となります。 ※開室時間は変更となることがあります。事前にホームページなどで確認してください。https://www.meiji.ac.jp/shushoku/

駿河台キャンパス
（大学会館2階）

和泉キャンパス
（第一校舎1階）

生田キャンパス
（中央校舎1階）月 金～

月 金～

月 金～

月 金～

9：30～18：00（受付は17：00まで） 土 8：30～12：00（受付は11：00まで）

土 閉室10：00～17：00（受付は16：30まで）

9：30～18：00（受付は17：00まで） 土 8：30～12：00（受付は11：30まで）

中野キャンパス
（高層棟6階） 9：30～18：00（受付は17：00まで） 土 8：30～12：00（受付は11：30まで）

将来の進路や就職活動についてのお悩み・ご相談は

『就職キャリア支援センター 』へ

皆さんのキャリアデザインをサポートするために、就職・進路相談やさまざまな講座・行事などを行っています。
将来について考えたら、まずは一歩「前へ！！」踏み出してみましょう。

▶ https://www.meiji.ac.jp/shushoku/

就職活動全般、インターンシップ、海外留学、大
学院進学、公務員試験など、何でも相談に応じ
ます。個別相談はもちろんのこと、お友達同士や
ゼミ・サークル単位でのグループ相談も受け付
けます。将来についての悩み、疑問などがあれば
ぜひお気軽にお越しください。

就職・進路相談

インターンシップとは企業などにおける就業体験
のことです。就職キャリア支援センターでは、300以
上もの企業・団体と提携し、「ALL MEIJIインターン
シップ」を実施しており、学部・学年を問わず参加
できます。まずは4月下旬に各キャンパスで開催す
るオリエンテーションに参加してみてください。

ALL MEIJI インターンシップ

学部間共通総合講座内にキャリア講座を開講し
ています。各業界の第一線で活躍している社会人
を講師としてお招きして、職業観を学び、進路選択
能力の向上を目指す講座や、組織が求める人材像
や社会人として求められる能力について理解を深
め、自己表現の技法を学ぶ講座などがあります。

キャリア講座

※いずれも和泉キャンパスで開催します。教室等詳細は、Oh-o!Meijiで配信します。

4月5日（木）12：30～13：30

司法試験、公認会計士、公務員（国家・地方）を目指すなら

『国家試験指導センター 』へ
▶ https://www.meiji.ac.jp/netsc/

法制研究所

裁判官・検察官・弁護士を
目指す学生に対して、基礎
から専門科目までの学習
を指導し、法律専門職（法
曹）試験合格へのステップ
アップをはかります。

経理研究所

公認会計士試験合格をサ
ポートする「特別会計研究
室」および「会計士講座」
と、大学での学習や将来の
就職に役立つ「簿記講座」
を設けています。

行政研究所

国家公務員総合職・一般
職試験や、地方公務員上
級試験などへの合格を目
指して指導しています。

ガイダンス日程 ガイダンス日程

マスコミ業界を目指す学生を対象に、
第一線で活躍するジャーナリストや

プロデューサーを招いて、
文章講座・時事講座などを行っています。

マスコミ業界を目指すなら

『基礎マスコミ研究室』へ
▶ https://www.meiji.ac.jp/seikei/kisomasu/

就 職活動体験記

4月18日（水）19:00～
4月23日（月）19:00～
和泉キャンパス 第二校舎 ５番教室

法制研究所 経理研究所

※和泉キャンパスで開催します。
　教室等詳細は、Oh-o!Meijiで
　配信します。

行政研究所
4月2日（月）12:35～13:10
4月5日（木）12:35～13:10
4月9日（月）12:35～13:10

※生田キャンパスで開催します。
　教室等詳細は、Oh-o!Meijiで
　配信します。

4月27日（金）18:00～20:00
4月28日（土）16:00～18:00

［技術系（生田）］
4月28日（土）13:30～14:30

※中野キャンパスで開催します。
　教室等詳細は、Oh-o!Meijiで
　配信します。

［技術系（中野）］

１～２年次はどんな大学生活を送っていましたか？
　新しいことに積極的に挑戦した2年間でした。ゼミや
サークル、アルバイトなどに打ち込んだのはもちろんのこと、
商学部のゼミナール協議会に所属して学生向けのイベン
トを企画・運営したり、カンボジアで揚げパンを販売したり
と、ほかの大学生があまり経験しないようなことにも精を出
していました。こんなに自由に時間が使えるのは大学生の
間だけという思いが強かったため、少しでも興味を持った
らとにかくやってみるという、好奇心旺盛な学生でした。

就職活動はいつぐらいから、どのように進めましたか？
　3年生の6月1日に、インターンシップの情報が解禁されると同時に就職活動を始め
ました。夏から秋ごろは、将来の夢や、やりたい仕事がまだ決まっていなかったので、
暇があれば就職活動関連の本を読み、セミナーやインターンシップに参加し、企業
研究や業界研究をしていました。
　3月1日の就職活動解禁日までに、自己分析や筆記試験・グループディスカッション
対策が一通り終わるようなスケジューリングで進め、3月1日以降は、エントリーシー
トや面接対策に集中して取り組んでいました。

就職活動を終えて
「やっておいて良かったこと」「やっておけば良かったこと」は？
　「やっておいて良かったこと」は、多くの企業のインターンシップに参加したこと
です。インターネットや雑誌だけでは得られない情報を手に入れられる上に、エン
トリーシートや面接の練習にもなり、本選考の対策にとても役立ちました。
　「やっておけば良かったこと」は、選考を受ける企業の社員の方に、エントリー
シートの添削をしてもらうことです。あまり社会人の方と連絡を取る機会を作れ
ず、エントリーシートを人に見てもらう機会が少なかったので、書類選考で落ちて
しまうことも多々ありました。

新入生へのメッセージ・アドバイス
　入学おめでとうございます。現在は期待と不安が入り混じるころだと思います
が、大学で過ごす4年間は、今までの学生生活の集大成です。社会人になった後
に「ああすれば良かった」と後悔しないためにも、勉強に遊びにと励んでください。
大学では、中学時代や高校時代と違い、自分で自由に選択できる幅が広がりま
す。何も行動を起こさずに過ごすこともできてしまいますが、何事にも主体的に取
り組む姿勢が、大学生活を有意義に過ごす秘訣です。興味を持ったことにはぜひ
積極的にチャレンジして、充実した生活を過ごして下さい。

１～２年次はどんな大学生活を送っていましたか？
　所属する体同連生田合気道部での活動を中心
とした生活を送っていました。稽古が毎日昼休みに
あるため、2限の授業が終わったら稽古に行き、稽
古が終わったら3限の授業に出席するために走ると
いう日々の繰り返しでした。
　合気道に取り組んだ日々は、私の大学生活に
おいてかけがえのない時間だったと感じています。

就職活動はいつぐらいから、どのように進めましたか？
　3年生の1月から始めました。3年生の夏休みには、周囲の友人から「インターン
シップに参加した」という声を聞き、焦ることもありましたが、当時は就職活動のこ
とをまだ考えていなかったため、インターンシップには参加せずアルバイトをしてい
ました。就職活動を意識し始めたのは、秋ごろに大学主催のガイダンスに参加し
てからです。明治大学は、全国的に見ても就職活動の支援に力を入れている大
学です。企業の採用担当者による履歴書の書き方講座や、グループディスカッ
ション対策などを活用して、就職活動本番に備えました。

就職活動を終えて
「やっておいて良かったこと」「やっておけば良かったこと」は？
　「やっておいて良かったこと」は、就職活動の軸を決めたことです。私の軸は、
「長く働ける環境があること」です。これによって、軸に当てはまる企業に絞った、効
率の良い就職活動ができました。
　「やっておけば良かったこと」は、就職活動が解禁した3月より前に、自己PRや
学生時代に頑張ったことなど、多くの企業でよく聞かれる質問への答えをまとめ
ておくことです。説明会へ行きつつ、エントリーシートや面接対策の内容を考える
のはとても大変でした。私は複数の業界の選考を受けていたため、業界ごとに聞
かれる内容が異なって苦労しました。

新入生へのメッセージ・アドバイス
　新入生の皆さん、ご入学おめでとうございます。入学したばかりで就職活動
のことはまだ考えられないかもしれませんが、私も1年生のころは皆さんと同じ
だったので安心してください。
　大学生活では、高校までよりも、自分の時間を自分で作ることができます。勉
強だけでなく、サークル活動やアルバイトなどもすることでしょう。ぜひいろいろ
なことにチャレンジしてみてください。その経験が皆さんの「個」を強くしてくれ、
就職活動においても強みになると思います。

就職先： サントリー食品インターナショナル
　　　 株式会社

中島 健志 さん
就職先： 東京地下鉄株式会社

山岸 遥花 さん
2018年 農学部卒2018年 商学部卒

カンボジアを訪れた際の一枚

就職活動中に使っていたノート

もっと読みたい人は
MEIJI NOW
「前へ!!就職」へ！

▶

4月  3日（火）14:30～15:30　4月11日（水）12:35～13:25
4月12日（木）12:35～13:25　4月14日（土）13:00～15:00
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資格取得のススメ

POINT!

公共図書館などで働く専門職員。図書館
資料などの分類・整理、貸出・返却、利用者
からの質問に答えるレファレンスサービス
などの業務に従事します。

※司 書

▶ 駿河台キャンパス ／ リバティタワー19F 資格課程事務室  T E L  0 3 - 3 2 9 6 - 4 1 8 4～ 6　
▶ 和泉キャンパス  ／ 第 一 校 舎 1 F  資格課程和泉分室  T E L  0 3 - 5 3 0 0 - 1 1 9 1
▶ 生田キャンパス  ／ 中 央 校 舎 1 F  資格課程生田分室  T E L  0 4 4 - 9 3 4 - 7 6 4 1
▶ 中野キャンパス  ／ 高 層 棟 6 F  資 格 課 程 支 援 室  T E L  0 3 - 5 3 4 3 - 8 0 8 8

お問い合わせ

※学芸員 美術館、動物園、水族館などの各種博
物館で働く専門職員。専門分野の調査・
研究のほか、運営など博物館全般の業
務を行います。

明治大学では、特定の授業を履修する課程により、取得できる資格がたく
さんあります。資格を取得することは、自分の可能性を広げ、社会で必要と
される能力を高めることにもつながります。

ほかにも、司書教諭（司書教諭課程）・社会教育主事（社会教育主事課程）などがあります。

https://www.meiji.ac.jp/shikaku/ ■ ガイダンス情報はホームページをチェック！

資格課程を履修するためには、

年度初めのガイダンスに

出席することが必須です。

在校生も受講ができる公開講座リバティアカデミーでは、資格取得やTOEIC®、
TOEFL iBT®のスコアアップ、英会話力向上を目指せる講座を多数開設しています。
詳しくは、学内に設置しているパンフレット、ホームページをご覧ください。

https://academy.meiji.jp

▶   駿河台キャンパス ／ アカデミーコモン11F リバティアカデミー事務局 T E L  0 3 - 3 2 9 6 - 4 4 2 3お問い合わせ

【 講座例 】 TOEIC®IPテスト対策講座、公務員試験受験対策講座

入学してすぐに、友人が行政研究所の入室試験を受験するという話を聞
き、初めは気軽な気持ちで行政研究所を受験しました。入学したばかりの

ころは、自分が将来どんな仕事に就きたいかなどの明確なビジョンがまだ無かっ
たため、選択肢を広げるという意味で入室を決めました。入室すると、行政研究所
のOB・OGや、行政官を目指す志の高い同期に出会ったことで、多くの刺激を受け
て成長することができました。本格的に公務員試験の対策を始めたのは大学3年
生の4月からです。

行政研究所で学ぶことを決めたのは？Q.

A .

行政研究所で開講されている授業のレジュメやテキストを中心に、何度も
見返したり、解いたりしながら覚えていきました。民法や憲法は、先生が毎

週小テストを用意してくれたので、小テスト対策をペースメーカーとして、勉強を進
めていきました。

公務員試験のために行った準備や勉強は？Q.

A .

神奈川県庁では、二次試験の幹部面接で5分間の自己PR兼プレゼン
テーションを行うのですが、行政研究所のOB・OGの先輩方にアドバイス

をもらいながら原稿を作成していきました。学生時代にミュージカルをしていた経
験から、プレゼンテーションに取り入れてみようということになり、面接官の前で
歌って踊った時の面接官の驚いた表情は忘れられません。事前に先輩から指導し
てもらっていたおかげで、面接当日はリラックスして臨むことができました。
行政研究所の最大の特徴は、OB・OG
による指導です。行研生は、OB・OGの
方々から試験対策の話だけでなく、実
際の仕事の話までさまざまなお話を聞
く機会が多くあります。これは、行政研
究所が毎年多くの卒業生を輩出して
いるからこそできることです。実際に働
かれている行政官の皆さんのお話はと
ても勉強になりました。

面接での印象的なエピソードは？Q.

A .

「あの仕事に就きたい」、「この資格を取
りたい」と言うことは簡単ですが、それを
叶えるためには努力が必要です。大学で
学ぶことは皆さんの将来に繋がります。
勉強をつらく感じることもあるかもしれ
ませんが、将来自分がやりたいことをする
ために努力していってください！

MESSAGE

就職先： 愛知県公立高校

取得した資格： 
高等学校教諭　
一種免許状（数学）
（取得期間：大学1年～大学4年）

2017年 理工学部卒

一木 惇朗 さん

就職先： 神奈川県庁
行政研究所所属期間：
2014年6月～2018年3月

2018年 文学部卒

島津 実紗 さん 明治大学は、挑戦する人を全力で応援し
てくれる大学です。行政研究所に入室して
心から良かったと思います。行政研究所で
出会った仲間とともに切磋琢磨した日々
は、私の学生生活において忘れられない
思い出です。ぜひ明治大学で充実した学
生生活を送り、これからの長い人生の糧と
なる経験をたくさんして欲しいと思います。

MESSAGE

高校生のとき、学生生活がとても充実していたため、今度は私が教員と
なり、子どもたちの学生生活が充実するようサポートしていきたいと

思ったからです。高校生のころから教員を目指していたので、大学入学前から教
員免許を取得することを決めていました。

教職を志した理由は？Q.

A .

採用試験前年の10月から勉強を始め、2、3月までは筆記試験（教職教
養、一般教養、専門、小論文）の勉強を行い、4月からは面接や模擬授

業の対策をしました。教職教養や一般教養は暗記が必要な内容も多いです
が、周りにいる教員志望の友人とともに勉強して乗り切りました。小論文や面
接、模擬授業は、大学の先生にもアドバイスをもらって対策しました。私一人の
力ではなく、周りの方々に支えてもらうことで、採用試験を乗り越えることができ
ました。

教職取得のために行った準備や勉強は？Q.

A .

教育実習が一番印象に残っています。実習は採用試験の約1カ月前で、
採用試験の勉強をしながら教育実習を行うことはとても大変でしたが、

先生方のサポートや、ほかの実習生と支えあったおかげで、充実した実習期間を
過ごすことができました。また、実際に子どもとかかわることで、早く教員になりた
いという思いが強くなり、採用試験に対するモチベーションも高まりました。

印象的なエピソードは？Q.

A .

主な資格課程

公開講座 リバティアカデミー

教員として働くために必要な、教育職員免許
状を取得することができる課程です。広く深
い教養に加え、型にはまらず、豊かな人間性
と個性を持った教員を養成することを目的と
しています。

明治大学の教職課程では、免許状の取得まで少なく
とも2年を要するため、なるべく1年次からの履修開始
がおすすめです。

各種図書館の運営や活用に関する専門的な
学習を通し、高度情報社会における膨大な
情報との付き合い方、情報リテラシー（情報
活用能力）を体系的に学びます。この課程で
の学びを生かし、一般企業・銀行・NPOなど
において、情報資料の整理および情報提供の
専門家として活躍する例も増えてきています。

対面による授業のほかに、eラーニングによるメディア
授業もあります。学科や専攻の必修科目と司書課程の
科目が重複した場合には、ぜひ利用してみてください。

学芸員資格を得ることができる課程です。
明治大学では、これまでに4,000名を超える
有資格者を輩出し、多くの卒業生が博物館
や地方自治体の文化財関係、地域史編纂
事業関係などで活躍しています。

2年次以上から履修がはじまります。

教職課程 司書課程 学芸員
養成課程

POINT!

POINT!

リバティアカデミー 検索

資格課程 検索または 明治大学ホームページから

資格取得体験記

ともに学んだ仲間との一枚

行政研究所の教室 共に学んだ仲間との１枚

もっと読みたい人は
MEIJI NOW
「資格取得体験記」へ！

▶
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協定留学 認定留学

明治大学と留学の協定を結んでいる
高等教育機関等

学位の授与権を有する
世界各国の高等教育機関等

学内募集に応募。学内選考を通過したのち、
協定校へ出願し、協定校から入学許可をもらう。

自身で留学先大学を選び、出願手続きを行う。
留学先機関から入学許可を受領後、
明治大学に認定留学の申請をする。

※留学先における履修が明治大学での専攻と大きく異なる場合、
認定留学と認められない場合があります

[交換型]の場合：免除
（明治大学の学費は納入する必要あり）

[授業料負担型]の場合：明治大学と留学先両方に納入
（助成制度あり）

明治大学と留学先両方に納入
（助成制度あり）

留学先で取得した単位は、所属学部・研究科において所定の手続・審査を経ることで、
明治大学の卒業要件単位として認定される可能性があります。
※ 留学先で取得した単位は自動的に明治大学の単位として認定されるわけではなく、

また、必ずしも取得した単位が全て認定されるわけではありません

留学先

留学まで

留学先授業料

留学先の単位認定

明治大学の留学制度 

留学するなら、明治でしょ！

留学できる協定校が世界中にある！
明治大学が留学の協定を結んでいる協定校は、40カ国・
地域232大学（2017年12月現在）。協定校の一覧はホーム
ページで確認できます。

▶ 明治大学ホームページから
▶ 学部間共通外国語
▶ 実践的英語力強化プログラム
▶  English Cafe

※すべての協定校に留学できるものではありません。

Let's study abroad from Meiji University!

※毎年の卒業生8000人すべてを「グローバル化によって価値観が多様化した世界で、
主体的に学び、自ら考え、意思決定し、新しい価値を創造する人材」として社会に送り出す構想。

世界へ！ MEIJ I 8000 　  学生の主体的学びを育み、未来開拓力に優れた人材を育成※

POINT 1

夏休みや春休みを利用した短期海外研修も豊富！

キャンパス内での語学学習

長期の休暇期間には、海外の大学への留学、海外インターンシップ、海外ボラン
ティア等、さまざまなプログラムの実施が計画されており、参加プログラムを選択
することができます。

POINT 2

留学先授業料・留学経費の
助成制度がある！
協定・認定留学する場合は、給付型（返還不要）の助成
金へ申請が可能です。最新情報はホームページで確認
できます。

▶ 明治大学ホームページから
※申請資格・選考あり

POINT 3

留学準備を支援します！
1、2年生が多く学ぶ和泉キャンパスに「海外
留学相談窓口」を開設。大学入学後、より
早い時期からの留学準備をサポートしてい
ます。
プロの留学カウンセラーによる「留学カウン
セリング」や海外留学フェスタ、語学講座や
留学講座なども開催しています。

POINT 4

海外協定校一覧 検索

外国留学奨励助成金 検索 海外留学相談窓口

現地学生と山登りに
行ったときの１枚

English Cafe短期留学（イギリス）

▶  駿河台キャンパス ／グローバルフロント2階 国際教育事務室 TEL 03-3296-4487 https://www.meiji.ac.jp/cip/from/お問い合わせ・相談は

政治経済学部4年

大林 らら さん

留 学体験記

L e t ’ s  S t u d y  A b r o a d
明治大学の取り組みは、文部科学省が国際化を重点的に支援する 
“スーパーグローバル大学創成支援（タイプB）” に採択されています。
皆さんの『未知なる世界への第一歩』をバックアップします！

留学プログラム： 
カリフォルニア大学サマーセッション
（授業料負担型）

留学期間： 
2017年5月～2017年8月

留学先： カリフォルニア大学
バークレー校（アメリカ）

新入生の皆さん、ご入学おめでとうございます。今日から明大生で
す！ぜひ興味を持ったことにはどんどん挑戦してください。「時間が
たくさんあるのは今だけだ」と、私も新入生のころに言われ、なかな
か実感出来ずにいましたが、今では本当にその通りだと思います。
明治大学には、留学に限らずさまざまなチャンスが用意されていま
す。ぜひ自分に合ったものを見つけられるように行動してみてくださ
い。「あ、これだ！」と感じるものを見つけられたとき、きっと「やっぱ
り明治がＮｏ．１」になっているはずです。

MESSAGE

自分に自信を持てず、やりたいと思ったことをなかなか行動に移せない自分を変
えたいと思ったからです。政治経済学部の『トップスクールセミナー（国内留学体

験）』を受講した際に、尊敬する教授に「そのままだとたくさんのチャンスを逃してしまう
よ」と言われたことがきっかけです。積極的な自分に変われそうな場所を考えた結果、留
学をすることに決めました。

留学を決めた理由は？Q.

A .

最終的にバークレー校に決めたのは、12月上旬の応募期限3日前でした。バー
クレー校にするか、同じカリフォルニア大学でもよりサポートの手厚いアーバイン

校にするかでぎりぎりまで悩んでいましたが、せっかく行くならレベルの高い環境の中で
自分を磨きたいと思い、バークレー校を選びました。

留学を決めた時期はいつですか？Q.

A .

自分から外国人に声をかけるように心掛けていました。留学という初めての経験
は、不安や心細さを感じることも多かったですが、だからこそ自分から動くことを

意識していました。寮の食堂では、毎日いろいろな人に話しかけ、一緒に食事をしまし
た。私はもともと人見知りなので、声をかけるときは緊張しましたが、友人ができるにつれ
て、それはわくわくした気持ちに変わっていきました。

留学先で意識していたことは？Q.

A .

中間試験で悔しい思いをした際に、とても頭が良く
努力家な現地学生のもとに弟子入りしたことです。

勉強の仕方や物事の考え方など、知らなかったことをたくさ
ん教えてもらいました。その学生は、今でも私にとって大事な
友人であり、尊敬する師匠です。現地では、自分から動かな
いと、友人にしても勉強にしても、何も得ることができないた
め、どうすれば良いか常に自分で考えて行動していました。

印象に残っているエピソードは？Q.

A .

商学部4年

蒲原 拓悟 さん

留学プログラム： 
大学間協定留学（交換型）

留学期間： 
2017年8月～2017年12月

留学先： インランドノルウェー
応用科学大学
（ノルウェー）

目標や夢を持ち、その実現ために留学することがお勧めです。留学は

ゴールではなく、手段だと考えています。目標実現の手段は、アルバイ

トやサークル活動の人もいると思いますが、少しでも留学に興味があ

れば、ぜひ挑戦してみてください。留学先では、時にはつらいこともあり

ますが、それでも挑戦して良かったと私が思えるのは、目標を持って留

学に臨んだからです。皆さんの学生生活が、目標に沿った実りあるもの

になることを願っています。

MESSAGE

日本とは文化や社会の仕組みが大きく異なった、自分にとってなじみのない国で
生活することに興味があったため、留学先にノルウェーを選択しました。私は4カ

月間留学しましたが、旅行ではなく長期間過ごす経験ができるのは、時間に余裕がある
大学生活ならではだと思います。また、大学間協定留学は、卒業時期をずらすことなく留
学したいという私の希望をかなえてくれるプログラムであることに魅力を感じました。

留学先の国・大学・プログラムを選んだ理由は？Q.

A .

成長したのは、積極性が身に付いたところです。せっかくノルウェーまで来たという
機会を生かしたかったことや、4カ月という限られた時間であることから、積極的に

現地学生や他国の留学生とコミュニケーションを取るように心掛けました。そのおかげで、
休日に旅行に誘ってもらったり、パーティーに呼んでもらえるようになって、会話をする機会
がさらに増えました。また、留学前に比べて価値観が広がったと感じています。いろいろな
国の人と話しているうちに、海外には、これまで考えもしなかったような価値観も多くあるこ
とを知り、多様性を学ぶことができました。私の中で普通だと思っていたことが、毎日覆され
ていく経験は、とても新鮮で楽しかったです。

留学によって成長した部分や、留学を経験して感じたことは？Q.

A .

ノルウェー内の大学にある、国際学生団体（International Student Union）とい
う大きな組織の、リレハンメル支部に所属して役員を務めたことです。主な活動

は、留学生と現地学生との交流イベント企画で、各国のヒット映画鑑賞会や、食文化交
流イベントなどを開催しました。イベント企画だけでなく、予算管理をしたり、大学の他
団体との連携によって、国境を越えた交流の場を創ることもできたので、多くの国の人と
話したり、幅広い年齢層の人とかかわることができました。授業だけでなく課外活動にも
力を入れ、留学生ながら、役員として主体的に取り組んで良かったと思います。

留学先で挑戦したことは？Q.

A .

大学入学前から、留学に関心は持っていました。
実際に留学することを決意し、出願準備を始めた

のは2年次の4月です。

留学を決めた時期はいつですか？Q.

A .

現地学生との旅行中の１枚

もっと読みたい人は
MEIJI NOW
「世界で学ぶ！」へ！

▶

海外留学制度の詳細については
「海外留学の手引き」を
ご参照ください。

▶
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世界に飛び出せ、明大生！ 



在校生
明大生「個」のひとコト！

在校生から新入生へのメッセージ
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1905年に端艇部などの5部からはじまり、現在では46部※（運動部44部、明大スポーツ新聞部、応援団）で構成されています。さまざまなスポーツ
分野において選手、指導者を輩出するなど、長年にわたって大学スポーツ界だけでなく、日本のスポーツ界をリードする役割の一端を担っています。

48団体が加盟し、夏・冬合宿や対外試合を
含む、本格的なスポーツ活動を展開してい
る団体です。

体育同好会連合会（体同連）
公認サークル数は約250。同じ趣味や目的を
持つ仲間と、学部や学年を越えた関係を築
くことができます。

公認サークル
17団体が加盟し、生田キャンパスを拠点に理
科系分野の研究や創作活動に取り組んでい
る団体です。

理科部連合会（理科連）

　  ラグビー部
過去、国立競技場に６万人以
上もの観客を動員したことでも
有名。関東大学ラグビー対抗
戦優勝15回、大学選手権優勝
12回、日本選手権優勝１回を
誇る名門。

東京六大学野球連盟（明治、早
稲田、慶應、法政、東大、立教）
に加盟・所属。プロ野球界へ多く
の有望選手を輩出している。

　  硬式野球部

サークル活動

体育会

▶ 詳しくは明治大学ホームページから サークル活動 検索

M-Navi 検索M-Naviプログラム ▶ 詳しくは明治大学ホームページから

明治大学の課外活動A C T I V I T Y

明治大学といえば、スポーツ！明大生の熱い戦いを、みんなで応援しに行きませんか？
観戦を通じて愛校心が深まることまちがいなし！神宮球場などに応援に行く学生支援プログラム『M-Naviプログラム』もあるので、ぜひ参加してください。

注 目！

1 2

　  サッカー部
OBに日本代表・長友佑都選手が
いる強豪・サッカー部。毎年のよ
うにJリーグ選手を輩出していて、
昨年は5選手がJリーグ所属クラ
ブに加入内定。

紫紺の襷を携え、正月の風物詩
でもある箱根駅伝に59回出場。
第１回大会から出場している
伝統もあり、過去７度の総合
優勝に輝いている。

　  競走部（長距離）3 4

　  卓球部
昨春に行われた世界卓球選手権
での男子ダブルスで、森薗政崇選
手が日本人ペアとして48年ぶりの銀
メダルを獲得。トップ選手を輩出し続
け、日本卓球界をけん引する。

柔道の国際大会であるグランド
スラム東京2017にて、小川雄勢
選手が優勝。オリンピックや世
界柔道選手権大会などにおい
て、世界と戦えるメダリストを数
多く養成してきた同部。2020年
東京五輪でも、日本の柔道界を
けん引する。

　  柔道部5 6

写真提供／明大スポーツ新聞部
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式典や、野球・ラグビーなどのスポーツの応援でもみんなで歌います。覚えて歌おう！
また、京王線「明大前駅」の列車接近メロディーにも使われています。
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明治大学のオウンドメディア

M E I J I ’ S  
明治大学のいろいろ

知っとこ!

M E I J I  

これから4年間キャンパスライフを送るうえで、
明大生なら知っておいた方が良い5つのトピックスをご紹介します。

新聞・雑誌からWebサイトまで、大学は在校生やご父母、そして社会に向けてさまざまな情報を発信しています。
明大の情報をくまなくチェックしよう！

TOPICS 5

シンボルマーク

TOPICS 1

大学のイメージアップと、社会
へのアピールを目的とした「M
マーク」。キャンパス内のあち
こちで見ることができます。

校  章

TOPICS 2

中央の「大学」の文字の左右
に「明治」の校名が配されて
いることに気づきましたか？

スクールカラー
「紫 紺」

TOPICS 3

明大生にはお馴染みの色。ス
ポーツ観戦の時には、紫紺色
の洋服を着ていくという明大
生も多いんです。

　明治大学のオフィシャルサイトです。大学のニュースやイベント情報はもちろんの
こと、緊急時の連絡や、休講情報についてなど、大学生活を送る上で欠かせない
情報がたくさん。定期的にチェックしましょう。

明治大学ホームページ www.meiji.ac.jp

知識を深めたい。視野を広げたい。感性を磨きたい――。
大学とは、好奇心を抱くすべての人たちに、大きく開かれた学びの場であると考えて
います。“Meiji.net”は明治大学の研究や人材などを通じて社会に貢献していく、大学
初の情報発信サイトです。総合大学ならではの個性豊かな教授陣が専門的な知識
と独自の視点で分析した、バラエティーあふれるトピックスが満載。
あなたの疑問と明治の学問は、ここでつながっています。

Meiji.net www.meiji.net

www.facebook.com/meiji.net

　主に明治大学オフィシャルサイトに掲載されたニュース、イベント情報、プレス
リリースなどの情報を発信します。また、災害等の緊急時には大学ホームページと
併用して情報発信を行います。

Twitter公式アカウント 明治大学 @Meiji_Univ_PR

広報誌「明治」

　明治の“いま”がこの1冊にー広報誌「明治」は、明治大学が発行する季刊
（1、4、7、10月発行）の総合情報誌です。明大の誇る教授陣や各界で活躍する
校友（卒業生）らが登場し、明大の教育・研究内容の紹介にとどまらず、広く文化・
教養に関する情報をアカデミックに発信しています。
　大学ホームページで、一部内容をご覧いただけます。各号とも、読み応えのある
内容となっています。全てをご覧になりたい方は定期購読をお申し込みください。

www.meiji.ac.jp/koho/meiji/

明治大学広報

　『明治大学広報』は、月１回、大学が発行するタブロイド判の広報紙です。
　教育・研究をはじめとした大学の動向はもとより、学生や教員、校友の活躍などを
紹介しています。さらには、海外留学や就職活動、スポーツといった時節に応じた
特集企画も掲載。明治大学の“今の姿”をお伝えしています。
　在学生ご父母の皆さまへは、連合父母会を通じて在学期間中、ご自宅へ送付
させていただきます（定期購読の申し込み手続きは必要ありません）。

www.meiji.ac.jp/koho/meidaikouhou/

この他、公式に運用を行っているソーシャルメディアアカウントの一覧はこちら!▶ www.meiji.ac.jp/koho/social_media/

大学公式キャラクター「めいじろう」

TOPICS 4

明治大学のイベントや宣伝活動で大活躍！
そのかわいらしさから、明大生に愛されているマスコットです。
2017年で誕生10周年を迎え、初参加した「ゆるキャラグランプリ」では31位！
47都道府県の「ご当地めいじろう」も誕生しました。

第2弾も

4月中に

配信開始
予定

LINEの
クリエイターズスタンプも
チェックしてね！

3031


